
ISS:¥ 0913-8781 

九州体育学研究
第2巻第 lサ ー

〈総説〉

日本人の体絡，体型.f本組成 ....・......................... 小宮 秀一

〈 原著〉

幼児の遊びと運動能力紙造とのIYcI速について ・・.....nWII 領 ・保山彦三郎 ー 13 

古JII 和平IJ

水泳の能力別訓練負荷台lI[I";1する研究 ・・ . •• ••• JII崎町(j一郎

一一 訓練負荷誌の推定式の提案 一一

E. F. Zeiglerの体育哲学の矧型([ついて ー ー ..•• 111下手1彦

女子学生の持久走応対する態度とその変容 ・田 ・・ー t自問

白木

身体的老化とその1I~1仰に 1>\1す る統計的接近( 1 ) ー・ ・ 古川

!日l淵l

〈学会通信〉

29 

37 

1¥圭・1両日 l士 !列子 45 

，¥'f!i'I・1忠 永 幹 雄

和平IJ・大布Ii 哲朗 57 

'l1道 ・松本お吉

(九州体育戸研究)

hushu J. Phys. Educ. Sporl5 J 

九 州体 育 学 ふ
去

昭和 63年 3月



『九州体育学研究 J寄稿規定

1. 本誌の投稿は，原則として九州体育学会会員に限る.但し，編集委員会が必要と認めた場合には，会員以外にも寄

稿を依頼することがある.
2. 投稿内容は，総説・原著論文・研究資料・短報・研究上の問題提起・その他とし，完結したものに限る.

3. 投稿原稿の採択および掲載時期については，編集委員会において決定する.

4. 本誌に掲載された原稿は，原則として返却しない.

5. 総説・原著論文は，原則として l編につき，刷りあがり 10ページ(図表・抄録などを含めて400字原稿用紙約 30

枚，ワードプロセッサー使用の場合は15枚)以内とする.

6. 研究資料・短報・研究上の問題提起・その他は，刷りあがり 4ページ(図表などを含めて 400字原稿用紙約12枚)

以内とする.

7. 規定ページ数を越えた場合については，すべて投稿者負担とする.

8. 原稿の表紙には，題目・著者名・所属機関を明記する乙と.さらに，総説・原著論文については，英文の題目・著

者名・所属機関と抄録(600語以内)を添えること.

9. 提出する原稿は，オリジナルとそのコピーの合計3部とする.また，原稿の表紙の右下には，その論文の内容が主

として関係する研究領域を書き，総説・原著論文・研究資料・短報・研究上の問題提起・その他の別を明記する.

10. 原稿は， 400字原稿用紙(A 4判横書き)に黒インク書きにし，本文はひらがな現代かな使いとし，外国語をかな

書きにする場合は，‘カタカナにする.ワードプロセッサー(24ドット以上)で原稿を作成する場合は， A 4版横書き，

40桁20行(上下左右の余白は25mm以上，欧文綴りおよび数値は半角)とする.

11. 挿図は，必ず黒インクで墨入れし，図中の文字や数字は，直接印刷できるように鮮明に書く.写真は白黒の鮮明な

画面のものとする.

12. 図や表には，必ず通し番号と，タイトルをつけ枚づ‘つ原稿用紙に貼り，本文とは別に番号順比一括する.図表

の挿入箇所は，本原稿の欄外'L，赤インクでそれぞれの番号によって指示する.

13. 引用文献は，本文の最後に著者名のABCJI買に一括し，雑誌の場合には，著者・題目・雑誌名・巻号・ページ・西

暦年号の順とし，単行本の場合には，著者・書名・版数・発行所・西暦年号・ページの順に記載する.

14. 掲載論文の別刷りを希望する者は，著者校正のときに，その必要部数をゲラ刷りの表題のページに明記する.但し，

乙の場合の実費は全額投稿者負担とする.

15. 英文原稿については，特に下記の要領による.

a) 原稿は，英文とし，縦長A4判の不透明なタイプ用紙(レターヘッド等のあるものを除く)K，通常の字体を使

い，ダプルスペースでタイプ書きにするが，写真図版にある文字についてはこの限りではない.また図表説明のス

ペースはシングルとする.

b) 用紙の上端，下端および左端は約 3センチ，右端は約2.5センチ余白を置き，ほぽ27行にわたって書く，ページ

番号は，下端余白中央に書く.

c) 原稿は原則として1"編につき，図表・抄録を含めて刷りあがり 10ページ以内とする. (刷りあがり 1ページ

は，約600語である.)但し，このページ数を越えた場合には，その費用の総てを投稿者が負担する.

d)原稿には必ず別紙として，和文による題目・著者名・所属機関および抄録(800字以内)を添える.

e) その他，上記規定 9， 11， 12. 13， 14と同じ.

16. その他原稿作成の詳細については，日本体育学会体育学研究寄稿の手引き(第27巻第 l号)に準ずる.

17. 投稿は，九州体育学会事務局に送付する.

「九州体育学研究 J編集規定

1. r九州体育学研究 J(以下本誌)は，九州体育学会の機関紙であり，原則として年 l回刊行する

2. 本誌の内容は，投稿による「体育学の領域にお貯る総説・原著論文・研究資料・短報など Jの他l乙「学会活動報告

や広報など」とする.

3. 総説・原著論文は，原則として l編につき，制りあがり 10ページ(図表・抄録などを含めた 400字原稿用紙約30
枚)以内とする.

4. 研究資料・短報などについては，刷りあがり 4ページ以内とする.

5. 本誌の編集および刊行に関する事務を行うために編集委員会を設ける.

6. 編集委員は若干名とし，学会会長が委嘱する.

7. 本誌への投稿は，原則として九州体育学会会員にかぎる.但し，編集委員会が必要と認める場合には，会員以外に

も寄稿を依頼する乙とがある.

8. 編集委員会は，原稿の採択および掲載の時期を決定する.

9. 投稿原稿の校正は，初校のみ投稿者が行い，以後は編集委員会の責任とする.

10. 本誌の掲載内容の決定および変更については編集委員会において協議して決定する.

付則:この規定は，昭和 61年 10月29日から適用する.



日本人の体格，体型，体組成

小 宮 秀 一(九州大学健康科学センター)

(悶和62年 9月14日受付.昭和62年12月12日受理)

The physique， body shape and body composition of Japanese. 

Shuichi KOMIYA1 

Abstract 

総説

According to anthropological studies of bones found in ancient tombs， it is estimated that the 

stature of Japanese adult males increased from 157cm in the Jomon era to 161cm in the Yayoi 

era. This trend lasted for centuries and the stature reached 164cm in the Heian era. However 

it decreased gradually to 156cm in the Edo era. ln the Meiji era， the stature of Japanese it 

seems to have begun to increase again. The statistical survey on physique of Japanese young 

people indicates that the stature of young people began to increase steadily since 1910， and the 

trend became clearer after 1920 up to 1940， and the rate of increase became very large after the 1948. 

The height of the adult male， for example， was about 161cm in 1900， and about 169cm in 1984. 

Thus， there have been some long term cyc1ic fluctuations in the stature in the 2，200・yearhistory 

of Japan. These fluctuations of stature might depend on the living conditions， including the food 

situation which is affected by various factors such as famine， and other social or political changes. 

The rate of growth acceleration of young people was especially rapid after the Second World 

War， so that it has aUracted the attention of many people. The reparatory acceleration rate 

after the war was extremely large， especially in the adolescent of 13・17years. Besides， the puber-

ty spurt in stature comes earlier in recent years， and the final height of J apanese has steadily' 

increased. lf the slow rate of prewar acceleration continued up to now without interruption by 

war， the extended line of height of the 13・yearold， would crossover the actual postwar curve in 

about 1961. 50， we might say that the drastic drop during the was almost completely repaired 

by 1961， and the stature in 1961 might be regarded as the proper value for Japanese at that 

time. Actually， however， the rapid rate of postwar acceleration in Japan did not slow down even 

after the reparation was completed in about 1961. 5tatistical evidence in recent years suggests 

signs of a slowing down in the acceleration rate of height of 17・year-oldmales from about 1981， 

but it is not the case with their weight. 

The weight ot the 17 year males， for example， was 59.5kg in 1977， and 61.5kg in 1984. Namely， 

the increase of mean values of the modern Japanese males is more conspicuous in body weight 

that in height in the last seven years. The body weight can be divided into a fat-free portion 

(LBM) of constant gross compos 

1 Insnfufe 01 Hea/th Sdence， Kyushuω1Iversity，ι1 Kasuga・Kohen，Kasuga・shi，jatan. (816) 
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males have large F A T and small LBM per unit body weight than those of 15 years ago. 

The relationship between muscle strength and LBM is particularly significant， and modern 

.Japanese are inferior in various kinds of physical performances to those of several years ago. 

In our highly industrialized and automated society，overweight is closely related to inactivity 

and overnutrition. With our growing awareness of the fact excessive caloric intake and reduced 

activity result in overweight and accelerate degenerative change， we have increasingly been 

interested in their relation to physical performance. (Shuichi， Komiya，“ The physigue， body 

shape and body composition of japanese "， Kyushu j. Phys. Educ. Sports， 2・1: 1・12，March， 1988) 

は じめに

現代日本人の体格を考えるとき r人間はど乙

まで大きくなれるものであろうかJという期待感

をもっ.大きくなるためには，発育期にできるだ

け多くの栄養素を摂取すればよい.しかし，大き

くなった体格に調和した身体的機能を有していな

ければ r大きくなりすぎてマンモスのようにな

り，最終的には，次第に絶滅する」乙とになりは

しないかという不安感ももっ.戦後における日本

人青少年の平均身長と平均体重は著しく大きくな

っている.乙の乙とは，思春期発育の大型化と早

期化という 2要因を含む発育促進現象が原因とし

て注目されている.しかし.大型化した体格と身

体的機能のアンバランスは，マンモスの軌跡を思

わせ衆目をあつめている.とくに，体重の顕著な

増加傾向は，高度に工業化，自動化された現代社

会のもたらす，摂取エオ、ルギーの過剰と身体活動

量の低下による相対的過食状態に起因するもので

あろう.乙のよな相対的過食状態では，体を構成

する不活性組織である体脂肪量の僧加が起乙り，

physical performanceを低下させる乙とになる.

乙乙では， 2，200年の歴史の流れの中で，日本

人男子の体格がし、かに変化したかをながめ，西暦

2，000年の近未来における日本人の体格を physi-

cal performanceとの関連から考えてみる乙とに

する.

J. 身長の時代変化

日本人の生体計測は，オランダ人モニケ CMoh-

nike， 0.， 1852)が長崎出島において，男子 50人，

女子 30人の身長を測定した江戸末期に始まる?そ

の後，ドイツの医学者ベルツ aaelz，E.)が 1883

年と 1885年に rDie Korperlichen Eigenshaften 
der japaner Jl>，2)を刊行し，総合的な生体計測研

究が開始された.従って，それ以前の身長は発掘

された骨格標本.とくに下肢長管骨からピアソン

の式によって推定されたものである.ヒトの進化

の過程にお貯る直立二足歩行は.下肢にも大きな

適応的変化を生じさせた.すなわち，下肢骨の厚

さ，頑丈さ，大きさなどは，そのヒトがどれ位の

大きさのものであったか，どの程度の体重を支え

ていたかという乙とを反映している.つまり，下

肢骨と体格の大きさの聞にはかなり密接な関係が

ある.図 1は.乙のような推定方法による日本人

身長の時代変化15)を示したものである.縄文時代

から現代までの聞に起った身長の変化は.時代に

よっては緩慢な変化であったり，ある時代には急

激な変化を示している.その急激な変化は，縄文

時代の末期から古墳時代までと，明治時代から現

代に入る時期に起乙っている.そ乙で，経過した

年代と生活環境を考慮しながら，身長の時代変化

をみてみる.

A.縄文時代

縄文時代の全期間は，弥生時代から現代までの

期聞に比較して 4倍近い長期間にわたっている.

縄文時代は，人類学上多数の文化期に区分されて

いるが，全期間とも文化の基本は石器の使用と狩

猟・採集の生活で共通しており，根本的な変化は

認められていない.乙のように，縄文時代は長い

期間続いたにもかかわらず，当時の人びとの身長

にはさほど大きな変化は認められておらず，平均

157 cmと推定されている?縄文時代は，狩猟・

採集の社会で，自らの生命を維持するために自分
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図 1 日本人m定身長の時代変化(鈴木，1983よりl乍凶)

のm壬で食料を集めていた.しかも ，その食料は

粗維で 。歯のE型車Eは現在では考えられはいほどで

ある ， 一方 ， 竪穴の生活は~ I'衛生fI'Jで . 生活 I[耐

えられはい弱者は淘汰され，乳幼児の死亡率は非

常に高かったものと考えられている しかし "C

の厳しい生活K耐えた人びとのたくましさは絡)]11

で，筋肉の発i主は現代人とは比較はならないほど

良好であったろうと考えられる 凶 2は，制文七

と現代人の大腿廿と般i:fの横断面を比較したもの

であり ，純文人の上 ・F肢の長管1'[(C.偏平1'1がw
められている。Ifj(骨でみると ，現代人の断Iltiはご

f11U([近似し ，純文人では菱形I[近い形をしてお

り，縄文人の断面は現代人民比して前後径が若し

く明大している 現代人の下腿筋は ，際frの外側

面と後i面I[限られ，内側面にはほとんど付れして

いないι しかし ，純文人の偏平II'l'1'l'では後面広縦

走する綾が発達しているので後函のひろがり ，す

なわち 。下腿筋の付お而引は現代人民比して非常

lζ明大している 乙の乙とは ，純文人の下腿筋の

発注が現代人民比して良好であったことをむ昧し

ている.しかしはがら ，制文人は過重な労働を強

いられた結栄として ， 若くして骨に老化現~が現

純文人 現代人

前

舛ト
大

腿

骨

内。

外 内
経

骨
。

f去

図 2 下肢1:;の憐断[回の比較
(鈴木 ，1983)

われており ，巧命は平均して30歳をわずかに越す

程度であったと思われる.

B.弥生時代と古m時代

純文時代は約紀元前 3世紀1<1終り .その後は約
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600年聞にわたって弥生時代が続き，紀元 3世紀

頃から奈良時代までは古墳時代と呼ばれている.

縄文時代は長い年代にもかかわらず縄文人の身長

に大きな変化は認められなかったが，その後の弥

生，古墳時代には平均推定身長161c.ri6
)とかなり

大きな身長の変化が起乙っている.人類学的には，

乙の急激な変化の原因として，乙の時期の前後で

人種が違った可能性，そして，異人種との混血の

可能性などが考えられている.しかし，乙の時期

は金属器と農耕の登場という新しい基本的な生活

技術が出現し，環境の一大転換期でもある.乙の

ような，環境の制御技術をもった人びとの生活が

身長に急激な変化を起乙した可能性も考えられる.

一方，先述した四肢長管骨の偏平は猿や旧石器人

にはなく，縄文人にはじめて現われる.乙の乙と

は，縄文人が激しく四肢を使用した乙とを意味し

ているが，古墳時代人では乙の偏平性が減じてい

る.すなわち，弥生・古墳時代人では金属器の使

用，その他一般文化の向上によって，縄文人にみ

られたような激しい労働から次第に解放された結

果，四肢長管骨の偏平性が減じたものと思われる.

乙のように考えると，古墳時代人ではじめて労働

量の低下と理境の人為的制御による食料の生産，

そして分配・供給というシステムが確立されつつ

あり，ヒトという種にも肥満の可能性が出現した

ものと考える乙とができる.

c.古代，中世と近世

古墳時代以後，平安時代にか貯て日本人の平均

推定身長は 164c.ri6
)まで漸増しているが，紀元 8

世紀から18世紀頃までは時代とともに漸減する傾

向』とある.古墳時代以後の歴史時代の大部分は.

衣食住をはじめとする庶民生活が.古代，中世.

近世へと多少は複雑化したとしても，その基本的

生活様式には大差がなく，農耕が基調になった生

活であった.従って，特権階級の人びととは別，c
庶民の生活は厳しく，悪天候による農作物の不作，

特権階級による作物の搾取.あるいは動物性蛋白

質の摂取不足など，決して恵まれた生活環境にあ

ったわけではない.乙のような原因が，古代中期

以後の低身長化に影響を及ぼしたとも考えられる.

n.現代日本人の体格

江戸末期の明治維新から現代にいたる日本人の

体格は非常に大型化した.江戸時代の終りに突如

として起乙った大きな変化の原因として，異人種

との混血は考慮する必要がないため，乙の大きな

変化は日本人に及んだ内因，外国の影響によるも

のと考えざるを得ない.近世以後，現代にかけて

の庶民生活には.衣食住をはじめ精神生活・社会

生活ともに，日本人がかつて経験した乙ともない

大きな変換が起乙った.近世にみられるような日

本人の体格の大型化は. 18世紀以後徐々に起乙っ

た現象ではあるが，その傾向は戦後とくに強化さ

れた.また，乙の現象は日本独特のものではなく

世界的な傾向でもあり，高度に文明化した理境，

とくに栄養状態の改善などが関係して内分泌腺に

影響を与えた結果であろうとされているが，まだ

明らかではない.

A.身長と体重の大型化

図3と図 4は，身長と体重の大型化を1894年

(明治27年)生まれの人びとと1961年(昭和36年)
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図3. 日本人平均身長の大型化
(厚生省.1985..文部省.1966.，文部省，
1986より作図)
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生まれの人びとの 6歳から23歳まで・の平均皆』

で比較したものである.成人の平均身長でみると.

乙の67年聞に 7.3cmの差がある.乙の大きな差は

6歳から23歳までのどの年齢でも同じというわけ

ではない.つまり .10歳までの比較的おちついた

発育時期で・は年代差が小さく，発育急進期である

13歳では16.1cmという最も大きな年代差を示して

いる.乙のような年代差は体重にもみられ. 6歳 4 
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図4. 日本人平均体重の大型化
(厚生省.19邸..文部省.1966..文部省，
l鈎6より作図)

の年代差はO.8kg，13歳では12.lkg.そして成人で

ある23歳の平均体重には7.8kgの差がみられる.

乙のように，成人の体格が大型化した要因として

は，思春期の発育促進が大きく影響しているよう

である.図 5は，同様の資料について年間発育量

を求め，身長と体重それぞれの velocitycurveを

描いたものである.とくに.身長に顕著であるよ

うに，近年の日本人は明治の人びとに比較して思

春期の発育量が格段と大きくなっている.次K，

その急増期が明治時代に比較して約 2年早期化し

ている.しかも，大きな発育量を短期間で獲得し
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図5. 身長と体重の発育速度曲線の年代差
(厚生省 .1985..文部省， 1966.，文部省.
1986より作図)

ている.つまり，乙のような思春期の発育促進が

成人期の体格に連動して大型化という現象をひき

起乙しているのである.そ乙で，発育の早期化と

いう問題があるため，暦年齢で比較するのではな

く，年齢は潜在要因とし，身長と体重のパランス

を年齢を無視して考えてみた.図 6は，身長と体

重のパランスの発育を明治と昭和で比較したもの

である.乙の図から，身長約157cm.体重約47kg

位までは，身長と体重のパランスの発育に年代差

はみられない乙とがわかる.と乙ろが，その後の

体重の変動には年代差がみられる.すなわち.明

治時代では終末身長に達すると体重の増加はほと

んどみられないが，近年の日本人では身長が安定

.一定化する 169cm以後の体重にも増加の傾向が

うかがえる.乙のような体重の増加傾向は別にし

て，一般的な日本人の体格の大型化は思春期発育

にみられる促進現象を無視しては考えられない.

乙の促進現象は， 1935年に Kochによって紹介さ
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図6. 身長と体重の相対発育における年代差
(厚生省， 19邸.，文部省， 1966.，文部省，
1986より作図)

れ， 1942年に BenholdtThomsenが再確認して

以来， ドイツ系学派では Akzelerationと呼ばれて

いた.同時に，英米系の学者にも seculartrend 

として問題にされていたものである.しかし.乙

の現象の原因となると非常に難しく，まだ明確な

解答は得られていない.ただ，広義の生活環境の

変化であろうとされ，中でも栄養改善説や生活習

慣改善説などが有力な原因説である.一方.都市

化，文明化された社会の中での精神的刺激などが

内分泌系器官に影響を及ぼした結果であろうとす

る説もある.

B.日本人の発育促進現象

図?と図 8は，発育の急進期にあたる 13歳の平

均身長め.10)と平均体重9)・10)が19∞年(明治お年)

から 19邸年(昭和60年)までの邸年聞にどのような

変化を示したかについてみたものである. 1900年

から 1913年(大正 2年)までの平均身長の伸びはご

くわずかである.その後の1939年(昭和14年)まで

の伸びは 1mm/yrの速度であり，乙の伸びは欧米

の報告と一致するものである.第二次大戦後の伸

びは，戦前の伸びを大きく上まわり， 1948年(昭

和23年)から 1966年(昭和41年)までの18年間では

7 mm/yr. 1977年(昭和52年)までの11年間では

4 mm/yrを示している.しかし. 1977年以後現在

にいたる伸びは戦前の伸びと同様に 1mm/yr'L低

下し.戦前の傾向線とほぼ平行になっている.乙

のような平均身長の年次推移からみると .85年間

に13歳の平均身長には20cmもの大型化がみられ

ているが，身長発育の促進化は1977年以後抑制さ

れている乙とになる.体重も身長とほとんど同様

の傾向を示し .85年間に13歳の平均体重は 14.4kg 

の増大を示している.乙の聞の平均値の変動も身

長と同様であり. 1915年(大正 4年)から戦争まで

の平均値は0.1同Iyrの速度で増加し. 1948年から

1972年(昭和47年)までの24年間では .0.4同Iyr.

1972年から1978年(昭和53年)までの 6年間では

0.2kg Iyrの速度で増加する傾向を示している.し

かし， 1978年以後現在までは戦前と同じ0.1同Iyr

の速度に低下し，体重発育の促進化も停滞の傾向

がみられる.

ill. 西暦2.0ω年の近未来にお(1る日本人の体格

前述した明治以後にお貯る日本人の身長と体重

の推移から，西暦2.000年の近未来における日本人

の体格を推計学的に予測してみた.その方法とし

て，図 9K示すように.1錦4年(昭和59年)の 1歳

から24歳までの平均値わを資料に，身長の dis-

tance curveとvelocitycurveを描き，発育が完了

しほぼ終末身長に到達する年齢を対象とした.す

なわち，身長の平均値が24歳の平均身長より 1佃

低く，年間の発育量が0.4佃で・ある 17歳について，

明治以後の年次推移から西暦2000年の身長と体重

を予測してみた.図10は. 17歳の平均身長9>.1仰を

1900年から 1985年までプロットしたものである.

図?に示した 13歳の平均身長ほどの大きな促進現

象はみられていないが.1948年から 1967年(昭和

42年)までの19年間には3.5mm/yrという大きな伸

びを示している.しかし. 13歳の平均身長と同様

に.1981年(昭和56年)以後の伸びはほとんどみら

れない.従って.1981年から 19前年までの伸びで
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図 7. 13蔵男子の平均身長の年次推移
(文部省.1966..文部省.1986より作図)
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図8. 13歳男子の平均体重の年次推移
(文部省.1966..文部省.1986より作図)

西暦2000年まで経過するとして.この傾向線を西

暦20∞年まで延長すると平均身長は170.7佃となり.

1985年(昭和60年)の平均身長との差は 5mmとなる.

乙のように，身長の伸びは1981年以後，安定・一

定化の傾向にあり，西暦2000年までの平均値の伸

びは 5mm以下と推定される.つまり，日本人の身

長はその大型化が抑制され，近未来における成人

の平均身長は171佃前後で安定するものと予測さ

れる.図11は.同様に体重9)，10)の推移を示してい

るが，身長とは異なり 1977年(昭和52年)以後も

0.3同Iyrの速度で泊大を続けている.従って.19 

77年から1985年までの傾向線を西暦20∞年まで延

長すると，西暦2000年における 17歳の平均体重は

65.11屯となり I 1985年との差は3.6同となる. 1977 



8 九州体育学研究第2巻第 l号昭和 63年 3月

B 

- .I't  I ~ 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 101112131415161718192021222324 
AGE，yr 

図9. 現代日本人男子の平均身長における発育現量値曲線と発育速度曲線
(厚生省.1985.より作図)
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図10. 17歳男子の平均身長の年次推移
(文部省.1966..文部省.19邸より作図)

年(昭和52年)は.13歳の平均身長における促進化

が抑制された時期であり.1981年(昭和田年)は17

歳の平均身長にも停滞の傾向がみられた時期であ

る.と乙ろが.平均体重となると，乙の時期以後

にも増大の傾向がうかがえ，日本人の体重は益々

大きくなる傾向にある.

N. 日本人の体組成と physic剖 perf町 mance

日本人の平均身長が近年.安定・一定化したの

に対して，平均体重は近未来に向かつて増加する

傾向にある.体重が大きいことは必ずしも悪い乙

とではないが，体組成と performanceの関係から.

不活性組織量の増大による体重の増加であるなら

ば，日本人の近未来に対して乙の乙とは深刻な問

題である.そ乙で，体組成の年次推移をみてみる

乙とにした.しかし，明治の人びとの体組成に関

するデータはない.従って.明治時代のデータと
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図11.17歳男子の平均体重の年次推移
(文部省， 1966.，文部省， 1986より作図)

して現存する身長と体重の平均値を手がかりに，

表 1，ζ示した方法3】を採用し，体組成を推定して

みた.乙の方法は，除脂肪量(LBM)に対する体水

分量 (TW)の割合が73.2%で一定であるという原

ぜ川.ω刊ζ立脚している.

表1. 身長と体重から体水分量を推定する方法
(Cheek， D. B.， 1968) 

Body wator const1tutos 73.2 per ccnt of lean body mas~ from lato 
Infincy to adult life so that ono can prcdlct the Ican body mass 
by the followlng mothod: 

Total watcr (TW)/ 0.732 = lcan body mass (lBM) 

Total body water In normal malos: relatlonshlps wlth hclght (HT) 
and welght (WT) : 

TW = 0.397 (WT)・0.067("T)・2.778 whon"T:s 137.22 cm 
TW= 0.381 (WT) + 0.257(HT)・28.985 whon HTe: 137.22 cm 

wlth standard crrors of 

SE c 0.630 lIters for the flrst equatlon I 

SE = 2.056 lIters for the second equatlon ， 

and multlple correlatlon coofflclent R ..0.991 for the f1rst J1ne 
and 0.975 for the socond. 

すなわち， TWを身長(HT)と体重(WT)から推定

し， LBMを求めるという方法幻である.乙の推

定式を日本人に適用する場合の妥当性は検討され

ていないので，どの程度の誤差が生じるかは明ら

かではない.しかし，身長と体重の平均値しか存

在しない明治人の体組成は乙の方法によって推定

するしかない.図 12は， 1961年(昭和36年)生ま

れの人びとと 1894年(明治27年)生まれの人びとの

体組成を表 lK示す方法で推定し.体重との関係

をみたものである.体重に占める脂肪量の変化は.

両年代ともほぼ一定した体重，脂肪量を critical

pointとして変移している.つまり，両年代で年

齢に差はあるが，第 1変移点は体重35-36kg，脂

肪盆6.7kgで脂肪量の増加が抑制され，第 2変移点

として体重約521屯，脂肪量7-8kgで脂肪量の増

加が加速されている.と乙ろが，近年の日本人に

は体重59.1kg以上になる成人期K向かつてさらに

脂肪量の増加が強化される第 3変移点もみられる.

乙の第 3変移点は， 17歳の平均身長169佃と平均

体重58kgK相当する時期である.すなわち，日本

人の身長が安定・一定化し，体重のみが増加を開

始する時点である.これらの乙とは，日本人の体

重が，近未来に向かつて脂肪量の増大に影響され

て重くなっていく傾向を示唆するものであろう.

体重に占める脂肪量の割合が増加するという乙と

は，高し、performanceと相関する LBM量の割合

が減少することである.表 2は， 1956年(昭和31年)

から 1960年(昭和35年)までと， 1971年(昭和46年)
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図12.体重と体脂肪量の相対発育における年代
差 (小宮，未発表)

(昭和51年)までの9歳から14歳で，身長がほとん

ど同じ集団聞にお貯る体重と体組成を比較したも

の6)である.

表 2. 9歳から 14歳までの男子における体組成
の年代差 CKomiya， s.， Kikkawa， K， 

1980) 

Height，cm 
Body weight. kg 
lean body mass • kg 
lean body mass/ body weigbl 
Fat， kg 
Fat / body welght 

・・P<0.01

Cohort 1956-60 
(9・14yr)

Sample size 
307 

mean S.D 

143.9 11.14 
34.9 8.15 
31.0 7.59 
0.884 0.028 
3.9 1.11 

0.113 0.028 

Cohort 1911・76
(9・14yr)

Sample sfze 
357 

Mean S.D 

143.6 12.39 
36.0 9.60 
31.6 8.53 
0.876.. 0.038 
4.4.. 1.95 

0.122.. 0.038 

体重の差はわずか lkgであるが.近年の集団の方

が脂肪量，体脂肪率とも有意に大きく.体重に占

める除脂肪量は有意に小さい.乙のように，近未

70 

第1号 岡和 63年 3月

から 1976年来に向かつて培加し続けている日本人

の体重は，脂肪量の増大に起因しているようであ

り， physical performance にとって好ましい影響

は及ぼしていないのではないだろうか.図13は，

最近注目されている背筋力の発達を自身との関係

でみたものである.
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図 13.

Girls 

160 

背筋力の相対発達にお貯る年代差
(小宮，未発表)

170 

身長を考慮せずに年齢で背筋力を比較すると， 19 

64年(問和39年)と1977年(昭和52年Hとはほとんど

差がない.しかし，同一身長で比較すると明らか

に1977年の平均値は1964年の平均値より劣ってい

る.乙の乙とは，近年の日本人が大型化した体格

に調和した performanceを有していない乙とを物

語っている.ヒトのからだは大きければ大きいほ

ど良いというものではない.ヒトの bodysizeは

performanceとの調和が重要である.現代日本人

の大型化した体格は physicalperformance との

調和がとれておらず，決して好ましい状態にはな



小宮:日本人の体格，体型，体組成 11 

い.とくに.脂肪量の増大による体重の増加傾向

は，過栄養状態と運動不足によってもたらされた

ものであり.成人病の発症要因として大きな影響

を及ぼしている.

ま と め

生物としての人類の進化を考えてみると .10万

年くらい前に生存していた旧人類ネアンデルター

ル以来.人類は安定進化のレベ・ルに達していると

考えられる.従って，人類が将来も繁栄すると仮

定しても，数万年先の未来人にそれほど大きな肉

体的変化は起乙らないであろうと考えられる.自

然進化には，物質段階，生命段階，精神・文化段

階の異なった 3つの段階がある4)とされている.

かつて，直立二足歩行性が.人類を生命領域の進

化から精神文化領棋の進化へと飛躍させたように，

近未来の人類は科学技術が中心となって進化の第

4段階へと進むであろうと考えられる.そうなる

と，非自然の技術社会や人工最境への適応が現代

社会以上に強制され，身体と社会最境との不適応

現象は，今後益々顕著になるものと考えられる.

乙のような観点、からみて，身長が安定・一定化し

てきた日本人の体重が，栄養の量的質的改善や身

体運動の不足から代謝活性の低い脂肪組織量の増

大に起因して，まだ増加する傾向にある乙とは，

physical performanceの上からは好ましい乙とで

はない.日本人の近未来に向かつて bodysizeと

physical performanceの調和をとるため.科学技

術文明を否定し，古代人のような狩猟採集の生活

に逆戻りする乙とはできない.われわれは生命と

健康を最優先する考えから.physical performance 

の発達を阻害する要因を明らかにし， performance 

を向上させる physicalactivityを積極的に推進す

る乙とが重要である.

本稿は1987年 5月7，8，9日，九州大学において

開催された第18回.生理人類学会のシンポジウム

r Human performance，過去・現在・未来Jにお

いて講演した内容をまとめたものである.
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On the relationship between childrens' play and motor abiIity structure 
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Abstract 

13 

1n order to evaluate the use of free play in physical education， we defined the overall 

relationship between childrens' play and the subdomain of motor abililty structures. 1n conjunction 

with our previous report on motor ability structures， we have attempted to determine the ideal 

form of play which satisfied the tests in connection with each area of motor ability by the least 

square method. We evaluate the overall relatinship which was based on the configurations for 

childrens' play and the subdomain of motor ability. 

Our results are as follows; 

1) There are no difference in configuration between play using fixed equipment， play using 

toys， and play using no equipment. They are not equally distributed， but are all biased. 

If the purpose is to improve the subdomain of motor ability where there is no configuration 

for play， then it is necessary to establish a theme play other then free play mentioned above. 

2) Since physical movement subtests of the motor ability test and play which includes the 

motor patterns are closely related， and if it is the purpose of the physical activity to make all 

kinds of various movements， then it is necessary to devise a plan for a thematic play game， 

which includes the various physical movements， in addition to the free play mentioned above. 

(Osamu Aoyagi， Hikosaburou Kajiyama， Kazutoshi Kikkawa，“ On the relationship between child-

rens' play and motor ability structure ぺKyushu]. Phys. Educ. Sports， 2・1:13-27， March. 1988) 

1 Faculty 01 Physical Education， Fukuokaωziversity， jyounan-ku， Fukuoka・shi，japan (814-01) 
2 Institute 01 Health Science， Kyushu Universityι11， Kasuga-shi， japan (816) 
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緒 言

幼児の運動能力の発達は，幼児の生活時間の内

容から考えれば，その大部分を遊びに依存してい

ると考えられる.そのような立場から，幼児体育

の具体的学習内容は遊び，特に身体的活動を伴な

った.幼児の自発的自由遊びが主体となっている今

しかし，幼児体育の実技指導は自由遊びが主体と

はいえ，幼児体育の目標が「次期成長段階により

適合して好ましい発達を遂げる乙とができる資質

を育てるヲ>J乙とにあるならば，現代の環境条件下

では幼児自身の好き嫌いによる自由遊びのみで十

分な.かっ偏よりのない発達を提供できるかどう

かは疑問である17>幼児体育は積極的に.幼児の発

達特性を考慮した指導目標をたて，その目標に適

した学習内容が用いられなければならない.その

ためには，まず遊びと指導目標である運動能力と

の関連について明確にし，いかなる遊びが具体的

学習内容として妥当なものかを検討しなければな

らない.

さて，幼児体育の実技指導に際して，その指導

目標は通常特定のパフォーマンスの向上というよ

りも，例えば，敏箆性の向上とか.巧綴性を高め

るといった運動能力下位領域〔注 1J Kおかれる

場合が多く，多くの幼児体育の指導書もそのよう

な観点から記述されているア・12)，38>そのような立場

にたてば.個々のパフォーマンステストの結果と

遊びの関連を問題にするよりも運動能力下位領域

と遊びの総合的な関連を問題にする方がより実際

的であろう.筆者らは，幼児の運動能力が調整力

の発達により特徴づけられ，その調整力には一般

的調整力がないという考えかぷ》・20)・紛'また.直

交多因子解では未分化なため抽象度の極めて高い

因子が抽出され，その構造の特性を十分把握する

乙とができなかったため，三次元展開モデJv6)，7)

により，空間の近隣関係をもとに幼児の運動能力

構造を定義したり本研究の場合.遊びと関連づけ

て考察される運動能力下位領域は青柳らの報告に

基づいて行なわれる.

近藤16)は，幼児の運動能力と遊びの関連につい

て，運動能力の優れている者と劣っている者では，

その好む遊びの順位が異なり，さらに遊びの内容

の調査では上位のものの遊び方が豊富で活動的で

あるのに対して，下位のものは内容が少なく，か

っ静的で・あると述べている.

松浦21)は，調整力の発達に貢献する条件は日常

生活活動の内容とその量にあると仮定し調整力と

日常生活活動との相関関係を検討している.その

結果，活発な身体活動の時間と調整力は正の相関

を示し，軽い運動に費やす時間の長い者は活発な

運動に費やす時間が短いので，調整力とあまり活

発でない生活活動との聞には負の相関を示したと

報告している.さらに.調整力の発達に役立つと

思われる具体的活動内容として次の 8項目をあげ

ている.

(1)かけ足， (2)自転車遊び， (3)鬼ごっ乙， (4) 

なわとび， (5)ブランコ， (6)水泳， (7)サッカー，

(8)走・跳・投を中心とした戸外での活発な遊び.

石河ら8)・9)は，平均台，跳箱，マット運動を中

心とした運動プログラムでは有意な調整力の向上

はみられなかったが，パランス走，蛇行走， 8字

走，障害走による運動プログラムではほとんと‘の

調整力テストで有意な成績の向上がみられたと報

告している.

勝部ら 13)・14)は， 5歳児では，ねらい跳ぴ(目標

をねらって跳ぴパランスをとる)やボール蹴りが，

また・6歳児ではドッヂボール，ボール蹴り，三つ

巴鬼.ポーム(素手で・ボールを打つゲーム)，鉄棒

運動が調整力向上に有効であったと報告している.

松井ら19)は，調整力向上には，活発な遊戯的運

動種目や興味の持続するゲーム化された運動が有

効であり，調整力テストのサプ項目に似た運動パ

ターンの練習をすると.そのサプ項目の成績が向

上すると報告している.

波多野ら5)は，定型的な個人運動よりも球技の

ような不測の事態への対応が求められるような運

動が調整力に好ましい影響を与えると述べている.

以上の報告を要約すると，幼児の運動能力と遊

びとは関連があり.運動能力に好ましい影響を与

える遊びとは，全体として十分な運動量が要求さ
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れ，かつボール運動のような多様な身体動作を包

含しているものといえよう.しかし.以上の報告

は運動能力の一部下位領域のみについて.あるい

は優劣といった一次元的運動能力を対象にしたも

のである.また遊び(生活活動)も活動量という一

次元的とられ方であり，運動能力と遊びの質的対

応を問題にした場合十分であるとはいえない.ま

た特定の下位領域に有意な関連を示す遊びで・も他

の下位領域の関連を考慮した場合，それが最も関

連があるかどうかは疑問である.よって本研究で

は，運動能力と遊びを互いに多次元的立場から，

かつ総合的にとらえる乙とにより両者の関連を明

確にする乙とを目的とする.

研究方法

(1)遊びの概念規定

遊びと呼ばれる行動の範囲は極めて広い.

永野加によれば r自由な活動Jr非生産的活動」

はすべて遊びと呼ぶ乙とができる.広い観点から

は幼児の生活活動のすべてが遊びといえるかもし

れない.しかし，対象を幼児に限定した場合，あ

そびは次の 4つに分類して考えられている23)つま

り.(1)音楽などを聞いて楽しむ鑑賞遊び.(2)考え

る乙とにより楽しむ思考遊び.(3)主として指先を

使う乙とにより楽しむ技巧遊び.(4)身体を活発に

動かす乙とにより快感を得る運動遊びである.乙

れら 4つの遊びは社会学的あるいは心理学的に幼

児の発達に影響を及ぼすと考えられるが，本研究

の趣旨からは運動能力と関連が深い運動遊びに限

定して考える乙とにする.

さらに，運動遊びは間藤ら1めの分類に従って，

(1)徒手的な運動遊び.(2)簡単な遊具を使用した運

動遊び.(3)固定施設を利用した遊びの 3群に分貯

て考察する乙とにする.

(2) 調査項目と調査方法

遊びは，幼児の体育指導書ω，10)，12)，15)，26)，釦・動

の教材として採用されている運動あそび.体育遊

びを参考にして，

(1) 全国で共通した名称で呼ばれているもの.

(2) 現代の幼児が頻繁に行なっているもの.

(3) 大筋的運動を包含しているもの.

(4) 固定施設，遊具については幼稚園，家庭，

近隣公園のいずれかで頻繁にみられるもの.

という条件を満たすものを選んだ.結局選ばれ

た遊びは，固定施設を利用した遊び21項目，簡単

な用具を使用した遊び19項目.徒手的な遊び13項

目の計53項目である.選ばれた遊びは表 1'L示し

た.

調査は幼児の保護者を対象に調査の趣旨を説明

した後.幼児の日常の生活状態から判断して r
好んでよくする JrどちらともいえないJrあまり

しない」という 3段階の質問紙法による調査とし

た.幼児の運動遊びの時間は幼稚園では普通 1時

間程度であり，その大半は家庭あるいは近隣公園

等で費やされる乙とを考慮して.調査は保護者を

対象K.不明な点、はなるべく幼児と相談して記入

してもらった.

同時に，同一幼児に対して.青柳らυの項目，測

定方法で運動能力の測定が実施された.なお，そ

の結果抽出された運動能力構造は図 1に示した?

(3) 統計学的手法

個々の相関関係ではなく，いくつかの変量群の

総合的関連，つまり構造的関連を問題にする場合，

最も直接的な方法の 1つは関連づ‘貯て考えようと

するいくつかの変量群をすべてPOOLして因子

分析的手法を用いる乙とであろう.しかし，いく

つかの変量群の中広，一定の手続きにより定義さ

れた構造がそれ以前に存在する場合，すべてをP

OOLして求められた構造は，残りの変量群の影

響を受け.以前に定義された構造とは異なる構造

となる.本研究の場合，以前に定義された構造と

は.すでに報告されている運動能力構造である?

乙の運動能力構造は一定の仮説.手続きを経て求

められ.その妥当性についてすでに検討されてい

るので，その構造は遊びとの関連を問題にする場

合であっても一定でなければならない.よって本

研究では次のような統計的手法を考える乙とにす

る.つまり，一定の手続きによって定義された運

動能力構造の中に，個々の遊びとすべての運動能

力測定項目との関連を長もよく満たす遊びの布置
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表 1. 遊びの項目

遊びの項目

(1)すべり台(2)プランコ(3)低鉄俸(4)ジヤングルジム(5)シーソー(6)たい乙橋(7)雲悌(8)遊動木

(9)のぼり棒仰のぼり綱ω回旋塔ω螺旋塔ω平均台ω跳び箱胸マットU6)スウィミングプー

ル仰トランポリンω人工の山09)タイヤ(固定しであるもの)側公固にあるコンクリートの

トンネルやきの乙ブロックω巧技台

遊具を使用

した運動あ

そび

徒手的な運

動あそび

ω三輪車ω自転車ω箱車・押し車紛キャッチボール倒まりっき仰ドッチポール・パレー

ボールωなわとび仰)綱遊び側フープ(輸)遊びω輪投げ倒大型積み木遊E胸テニス・パド

ミントン・はねつきωスキー・スケート紛卓球側パランスボール紛竹馬遊び側ひも・チ

ュープ等をひっぱったり，跳んだりして遊ぶ側ローラーシートωタイヤ遊び(移動可能)

ω鬼ごっ乙(一人鬼)ωか貯っ乙(却すもう(柑リズム遊び'(45)歌いながら踊る(崎散歩納遠足

(崎電車ごっ乙(倒鬼ごっ乙(陣とり)CiO)石蹴りωケンパω凧あげ.05.1動物のまね

を最小二乗法により決定する.乙の場合，推定さ

れた遊びの布置と運動能力下位領域との距離が近

ければ近い程，関連があるといえる.

以上の方法は.外部展開法 (externalunfolding) 

と呼ばれ.MDS については Carron
2
)がアルゴリ

ズムを発表している.簡潔な説明のため，高根の

表現を用いると次のようになる 29)

遊びkと運動能力測定項目の非類似性ベクトル

をSK'遊びKと運動能力測定項目の距離の二乗

を要素とするベクトルを D~2) とし. SKとDK(2)が

最小二乗的に線形関係をもっとすると.

SK皇akdt~bkln(1)

aK' bK ;凶帰係数，スカラー

1n すべての要素が 1からなる n次元ベクト

/レ

!i;最小二乗的に近似している乙とを意味す

る

となる.乙乙で距離モデルに単純ユークリッド

を仮定すると，

dKE2〉=diag(XX'〉ln-2XYK+YピYK1n-(2) 

lx;運動能力構造の座標行列

YK;推定される遊びkの座標ベクトル

(1)と(2)から，

SK= aK u + X (ー 2aK YK ) + bK * 1 n 

= (u. X. 1n J 

aK 

-2 aK YK 

bK 

iu=diag(XX)1n l b K * = bK + a K Y K' Y K 

と書貯る.乙乙でさらに .U=(u.X.1nJ.

CK' = ( a K' -2 aK'. bK*)とおき. uCKを

最小二乗基準でSKKあてはめると，

aK 

CK = (U' U)
田

lU'SK = Iー 2aK YK I一一(4)

bK本

となる.よって .(4)より YKの推定値はCKの 2

番目からm+1番目の要素をー 2aKで割る乙とに

よって得られる.ただし .mは座標の次元数で・あ

る.

また，運動能力測定項目と遊びの非類似性は運

動能力測定項目と遊びの三系列相関係数(triserial

correlation)l1江ζより求め，乙れを距離と相関係数

から

SIK= (1.0-rIK)1/2 

SiK;運動能力測定項目 iと遊びkの非類似

性

rlK;運動能力測定項目 iと遊びkの三系列

相関係数

としたヂ}

(4)標本

本研究で用いられた標本は，茨城県下の 8幼稚

園園児男児267名.女児幻2名の計539名である.年

齢.性別の標本は表 2，乙示した.

一般に遊びは地域上の特殊性を有しており，そ
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図1. 三次元展開モデルによる幼児の運動能力構造

表 2. 標本数
結果及び考察

年齢段階 男児 女児
(1) 毛デルの適合度の検討

17 

R・ys崎国.ax国

3.5 -4.0 7 

4.0 -4.5 9 

4.5 -5.0 56 

5.0 -5.5 58 

5.5 -6.0 53 

6 

16 

56 

48 

73 

以上の方法により求められた運動能力構造にプ

ロットした遊びの布置は次のようになった.ただ

し，図が繁雑になるのを防ぐため.固定施設を利

用した遊びは図 2---4 .遊具を使用した遊びは図
6.0 -6.5 73 64 

6.5 -7.0 1 1 9 

ム口 計 267 272 

の地域ごとに同一名称の遊びでも方法が異なる乙

とがある.したがって今回の遊びは上記地域にお

貯る遊びに限定される.よって.以下検討される

結果は乙のような「遊びの名称の地域上の特殊性」

という研究の限界のもとに成り立つものである.

5 ---7 .徒手的な遊びは図 8---10K分けて考察し

た.

乙のモデルに対する統計学的あてはまりの良さ

を示す指標を次のように定義した.

内 誤差分散
方;.:= 1.0ー

= 1.0-

全分散

zK tr ( SK -SK ) ( SK -SK) • 

~Ktr (SK Sピ)

SK;非類似性べ・クトル

SK = a K d K(2) + bK 1 n 

dJ2};遊びkと運動能力測定項目聞の距離の
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図 2. 固定施設を利用した遊ぴと運動能力構造(調整力軸一体格軸)
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図 3. 固定施設を利用した遊びと運動能力構造(調整力軸一柔軟性軸)
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図4. 固定施設を利用した遊びと運動能力構造(体格軸ー柔軟性軸)
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図 5. 遊具を使用した遊びと運動能力構造(調整力軸一体絡軸)
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図 7. 遊具を使用した遊びと運動能力構造(体格軸ー柔軟性軸)
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図 8. 手ぷらの遊びと運動能力構造(調整力軸一体格軸)
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図 9. 手ぷらの遊びと運動能力構造(調整力軸ー柔軟性軸)
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図 10. 手ぷらの遊びと運動能力構造(体格軸ー柔軟性軸)

| 二…と凶ω…もわいつ似一べ
aK' bK;回帰係数. (スカラー)

1 n ;要素がすべて lからなる n次元べ・クトル

乙のがは 1，ζ近づく程適合度がよい乙とを示

す.つまり，遊びと運動能力測定項目聞の構造上

の距離が.すべての非類似性を完全に説明してお

りから離れるに従い，説明されない分散が大

となる乙とになる.本研究の場合，ポ=0.892と

なった.乙の指標に対する確立された統計的指標

はないが，全体の約90%を説明しており，乙のモ

デルの精度は十分妥当なものであると考えられる.

以下，固定施設を利用した遊び，遊具を使用し

た遊び，徒手的な遊びに分けて，遊びと運動能力

構造との関連を考察する.

(2) 固定施設を利用した遊びと運動能力との関

連について

固定施設を利用した遊びと最も距離の近い運動

能力測定項目は表 3に示した.

トランポリンは瞬発力を伴う敏捷性，跳畷技能

遊び

表 3. 固定遊具の教育的意義

ム日ンし
v，，， 

台

乙

グ

り

ん

俸

ン

ベ

ら

鉄

ヤ

す

ぷ

低

ジ

シーソー

太鼓橋

雲悌

遊動木

回転台

固定円木

はん登俸

クライミングネット

石の山・斜面

きの乙プロック

養われる運動能力

平衡感覚

リズム感覚，平衡感覚

平衡感覚，巧鍛性，協応性

筋力.手足の協応性，平衡

感覚，柔軟性

平衡感覚，脚筋力.リズム

感覚

平衡感覚，懸垂力

筋力，リズム感覚，平衡感

覚

リズム感覚.平衡感覚

(めまいに対する抵抗力)

平衡感覚

筋力，手足の協応性

平衡感覚，握力.懸垂力

平衡感覚，手足の協応性，

身体支配力

平衡感覚，跳躍力.敏捷性

松田・岡本(1961)による
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と関連が深く，ブランコは跳躍技能と関連がある.

プランコは跳鰻という動作を包含していないが，

ブランコを振動させるためには下肢の蹴りが必要

である点で理解できると思われる.平均台，のぼ

り棒.巧技台.キノコのブロック.マットは前転

技能や特に視覚と結び付いた全身協応性と関連が

あり，プールは瞬発力を伴う全身協応性と関連が

ある.すべり台は柔軟性と関連がある.乙れはサ

ブテストである長座体前屈の姿勢とすべり台を滑

る姿勢とが共通している点で理解できると思われ

る.タイヤ遊び，遊動木，シーソー，のぼり網.

とび箱，回旋塔，ジャングノレジムは体格と関連が

あるが，体重が関連しているシーソーを除けばす

べて筋力が要求されるあそびである.乙れは本研

究で採用された静的筋力のサプ、テストである棒押

し，棒引きでは十分測定されなかった，体格に裏

づけられた静的筋力と関連があると考える.乙の

点については検討の余地がある.また，登る運動

を包含しているのぼり俸，のぼり網であっても.

手足をひっかける乙とが容易なのぼり網は体格に

裏付けられた筋力と関連が深く，滑らないように

うまく俸をつかまえる乙とが問題となるのぼり俸

は全身協応性と関連が深いのは注目される.

(3) 遊具を使用した遊びと運動能力構造との関

係

遊具を使用した遊びと最も距離の近い運動能力

測定項目は表 4~乙示した.

図4. 固定遊具を用いた遊びと関連の高い運動能力測定項目

遊び 第 l位 第 2位 第 3位

(1)すべり台 長座体前屈 座高 横転

(2)ブランコ 両足とぴ 身長 座高

(3)低鉄棒 体重 身長 胸囲

(4)ジャングルジム 体重 胸囲 座高

(5) シーソー 座高 身長 下肢長

(6)たい乙橋 身長 体重 胸囲

(7)雲悌 キック的あて 乙ろがし的あて 目かくし直線歩行

(8)遊動木 座高 身長 フライボールキャッチ

(9)のぼり棒 横転 前転 キック的あて

(JO)のぼり網 座高 身長 一回旋とび

(10回旋塔 座高 身長 胸囲

021螺旋塔 座高 フライボールキャッチ 一回旋とぴ

(13)平均台 横転 座高 体重

(14)跳び箱 座高 体重 胸囲

(1日マット フライボールキャッチ 一回旋とぴ 座高

U6)スウィミンクープール 一回旋とぴ フライボールキャッチ 両足とぴ

ω トランポリン とび乙しくぐり くま歩き 25m走

(18)人工の山 懸垂 キック的あて 乙ろがし的あて

(19)タイヤ(固定しであるもの) 座高 前転 フライボールキャッチ

仰)公園にあるコンクリート
フライボールキャッチ 座高 一回旋とび

のトンオ、ルやきの乙ブロック

ω巧技台 前転 フライボールキャッチ 横転

自転車，箱車.フープ遊び，大型積木，パドミ が体格と関連が深い.乙の中で箱車，大型積木，

ントン，卓球.ひもやチュープ.パランスポール ひもやチュープ、の遊ひーは筋力が要求されるので.
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体格に裏付貯られた静的筋力が関連しているのか

もしれない.また，残りの遊びは幼児を対象にし

た場合，特別なトレーニンクーを積まない限り非常

に高度な技能が要求される遊びであり潜在的要因

としては加齢』とともなう成熟が関与しているのか

もしれない.乙の点についてはさらに検討が必要

である.キャッチボール，ドッヂボール，綱引き，

竹馬，タイヤ遊びは瞬発力をともなった全身協応

性と関連があり，ローラーシートは柔軟性，全身

協応性と関連深い.ローラーシートは腹這いの姿

勢や長座の姿勢で乗る乙とが多いので柔軟性と関

連深いのは理解できる.まりっき，なわとび.輪

投げは跳躍技能，瞬発力を伴った敏捷性と関連が

深く，三輪車は投技能.静的筋力と関連が深い.

同じポール運動で・も対人的な投捕やパスワークを

含むキャッチボールやドッヂボールと.個人でポ

ール操作を楽しむまりっきでは.関連をもっ運動

能力下位領域に違いが見られるのは興味深い.乙

のような結果は末利らmの研究にもみる乙とがで

きる.

(4) 徒手的な遊びと運動能力構造との関係

遊具を使用した遊びと最も距離の近い運動能力

表 5. 遊具を用いた遊びと関連の高い運動能力測定項目

遊び 第 1位 第 2位 第 3位

ω三輪車 俸引き ソフトポール投げ 締押し

ω自転車 身長 座高 下肢長

ω箱車・押し車 身長 座高 下肢長

~キャッチボーjレ 一回旋とぴ フライボールキャッチ キック的あて

~まりっき 両足とぴ とび乙しくぐり 立幅とぴ

mドッチボール・バレーポール フライボールキャッチ 一回旋とぴ 前転

ωなわとび 立幅とぴ 一回旋とび くま歩き

ω綱遊び フライボールキャッチ 前転 一回旋とび

側フープ(輪)遊び 座高 身長 体重

ω輪投げ 両足とぴ 長座体前屈 一回旋とび

ω大型積み木遊び 座高 身長 下肢長

ωテニス・パドミントン
座高 身長 一回旋とび

はねつき

ωスキー・スケート 体重 座高 胸囲

C3&)卓球 座高 身長 一回旋とぴ

ωパランスポール 座高 一回旋とび フライボールキャッチ

的竹馬遊び 一回旋とび フライポールキャッチ 座高

ωひも・チュープ等をひっぱ
体重 身長 胸囲

ったり，跳んだりして遊ぶ

側ローラーシート 長座体前屈 横転 キック的あて

(倒タイヤ遊び(移動可能) フライポールキャッチ 一回旋とび 前転

測定項目は表 5K示した. 力では測定できなかった.体格に裏づけられた下

ケンパは瞬発力を伴った敏捷性と関連があり， 肢の筋力と関連があるのかもしれない.そういっ

すもう.石けりは瞬発力を伴った全身協応性と関 た意味で散歩よりも距離が長い遠足は静的筋力と

連がある.かけっ乙.散歩，電車ごっ乙は体格と 関連があるのかもしれない.しかし，乙の点につ

関連がある.乙れらはすべて身体の移動運動によ いてはさらに検討が必要であろう.リズム遊び.

るもので，棒押し，俸引きという，主に上体の筋 鬼ごっ乙(陣取り).歌いながら踊る，凧あげは前



青柳.他:幼児の遊びと運動能力構造との関連について お

衰 6. 徒手的な遊びと関連の高い運動能力測定項目

遊ぴ 第 1位

ω鬼ごっ乙(一人鬼) とび乙しくぐり

陶かけっ乙 身長

(倒すもう・プロレス フライボールキャッチ

(叫リズム遊び 座高

ω歌いながら踊る 座高

(崎散歩 身長

仰遠足 座高

側電車ごっ乙 身長

ω鬼ごっ乙(陣とり) 横転

QiO)石蹴り 一回旋とび

CiOケンパ 25m走

Ci~凧あげ 横転

ci.1動物のまね ソフトボール投げ

転，全身協応性と関連があり，動物のまねは投技

能，静的筋力と関連がある.乙れは動物が四つ足

で歩行，走行するものが多く乙の遊びは全身の移

動運動である.そういった意味で，腕や全身の筋

力，瞬発力と関連があるのであろう.

(5) 体育の教材としての自由遊びの検討

本研究の調査の対象となった運動遊びは家庭で

幼児が自発的にお乙なっている自由あそびである.

それに対して，教師等が一定の目的のために組織

的，体系的にプログラムされた遊びは課題遊びと

呼ばれる.もし自由遊びが幼児の運動能力の発達

に十分必要な効果があるならば.課題遊びは自由

遊びの中から無作為抽出したものを教材として採

用すればよい.しかし.自由遊びが幼児の運動能

力の発達に対して.不十分であるか.あるいは偏

っていると考えられるならば自由遊びの他により

好ましい教材を教師は工夫考案する必要があると

いえる.図 2--.. 10をみると本研究で採用された遊

びの中で.徒手的な遊び.遊具を使用したあそび.

固定施設を利用した遊びのいずれについても，運

動能力構造に対して遊びの布置は一様に分布して

いるとはいえない.例えば，筋持久力と関連して

いる遊びがほとんどない.それは幼児の心理特性

から，つらい乙とはがまんしないですぐやめてし

まい，遊びとして成立しなし、からであろう.しか

第2位 第 3位

両足とぴ 25m走

体重 座高

一回旋とび 前転

横転 前転

横転 乙ろがし的あて

体重 下肢高

下肢高 棒押し

座高 下肢高

キック的あて 前転

座高 両足とぴ

くま歩き とぴ乙しくぐり

前転 長座体前屈

締押し 持引き

し.もし各授業単元の体育の目標を筋持久力の向

上におくならば，先に述べた自由遊びの範囲では

十分な効果を得る乙とは困難であるう.

また.運動能力測定のサプテストの運動パター

ンと遊びに包含された運動パターンに類似したも

のがみられる場合，両.者の聞には関連がみられた.

乙れは特定の運動パターンの成就はそのパターン

固有の調整力が働くためと考えられる.乙れは幼

児に数多くの基本的運動パターンの成就を目標に

するならば.さらに多様，多彩な動作を含む遊び

を工夫考察し.経験させる必要がある乙とを示唆

している.

結 論

幼児の運動能力下位領域と遊びとの総合的関連

を明確にし，体育教材としての自由遊びの検討を

行うために.すでに報告された運動能力構造に，

各運動能力測定項目すべての関連を最もよく満た

す位置に遊びの理想点を最小二乗法により決定し

た.そして，乙の遊びの布置と運動能力下位領域

との近隣関係をもとにそれらの総合的関連の程度

を評価し，次のような結果を得た.

固定施設を利用した遊び.遊具を使用した遊び.

徒手的な遊びでは，いずれも一様に分布している

のではなく布置に偏りがみられた.もし近くに遊



26 九州体育学研究第2巻第 1号閉和63年 3月

ぴの布置がみられない運動能力下位領域の向上を

各単元授業の体育の目標4とするならば，先に述べ

た自由遊び以外の課題遊びを工夫・考察する必要

がある.

また，運動能力測定のサブテストの運動パター

ンと遊びに包含される運動パターンが似ている程

関連が高く，多様な動きづくりを体育の目標にす

るならば，自由遊び以外にもより多様多彩な運動

パターンを包含する課題遊びを工夫考案する必要

がある.

ただし，以上の結論は先に述べた運動能力測定

項目及び調査項目の選択の窓意性を満足させると

いう研究の限界のもとに成り立つものである.ま

た，遊びについては当然ながら性差，年齢差は無

視しうるものではなく，より深い検討を行なうた

めには性差，年齢差を考慮する乙とは必要であろ

うと考えられる.乙の点については今後の課題と

なるであろうと考えられる.

本研究は筑波大学体育科学系，松浦義行教授の

指導の下広行なわれたもので.内容についても適

切な助言を受けた.

〔注 1J 運動技能の構造は松田，松浦等々に

よると階層的構造を成すと考えられ. rスポーツ

技能Jを頂点に，その下に「スポーツの構成技能J

「基礎的運動能力Jr基礎的運動要因jそして最

下部に「身体の構造と機能Jから成っている.乙

乙で各々下部の層は上部の層の基礎になっている

と考えられている.

本研究で取り扱う「運動能力Jは松田いう「基

礎的運動能力JK相当するものでその下位領域は

は筋力，柔軟性.持久力等々の「基礎的運動要因」

を意味している.
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水泳の能力別訓練負荷量に関する研究

-訓練負荷量の推定式の提案一

川 崎 順一郎(熊本大学教育学部)

(昭和62年 8月31日受付，附和62年 12月12日受埋)

The appropriate levels of training intensity for trainees according 

to swimming ability 

- Regarding approximation formula of repetition training 

frequency -

]unichiro Kawasaki
1 

Abst.ract 

29 

This paper aimes to seek the formula which can estimate the effective amount of crawl 

swimming. The standards for this estimation are differences of the shortened time among the 

student groups classed according to their swimming ability， and the degree of fatigue (which is 

detected by the change in urine analysis). The experiment was carried out at the training 

camp from 1979 to 1982， and in 1985. The examinee were male university students. The training 

consisted of "combination swimming (T -1 )" which aims to fix the swimming forms， and al叩 ofdash con-

taining hypoxic training (T・II).As a r回 ult，lowerrank students showed gr回 terfatigue and 1由記rimpr，。
vement in record than the high rank studen脂 inthe y回 rwhen all the students swam the割問 distance，

wherl田 slower rank students improv吋 gr回t1y，and the higher rank students remained almost the same as 

ever in the y回 rwhen they were en伊 gedin swimming during the田 meperiod of time. Consequent1y. the 

following two formulae will be suppωed 

(T-I) Y=KT/X 

Y: frequency of training in 25 meters according to the ranks 

T: training time used for planning(seccond) 

X: average time of combination swimming in 25 meters according to the ranks 

K: A rank 0.18， B rank 0.17， C rank 0.16， 0 rank 0.15 

(T -11) y=0.19tl x 

y: frequency of training in 25 meters according to the ranks 

t: training time used for planning (seccond ) 

x: average time by the top speed in 25 meters accordingto the ranks 

(Junichiro Kawasaki “The Appropriate levels of training intensity for trainees according to 

swimming ability -Regarding approximation formula of repetition training freguencyーペめlushu

]. phys. Educ. Sports， 2・1:29・35.March. 1988) 

1 Kumamoto University， 40・1 Kurokami-2chome， Kumamoto ・shi，Japan (860) 
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緒 巨司

一般に，学校体育における水泳の指導は対象と

なる児童生徒の泳力に差がある乙とから能力別編

成で行われており，少数の指導者が多くの児童を

対象とすることが多It\5~ また，小・中学校の水泳
施設としては，殆と'"25mプールである5)乙とから，

乙の条件のもとでグループ別に効果的な指導をす

るための訓練盈の目安を知る乙とは重要な乙とで

ある.著者らは教員養成学部学生を対象とした臨

海実習において，効果的なクロールの訓練法を求

7:00 8:00 9:00 

めて報告を行ってきた?・5)・6)，7)，8)・11)・lZ)

本研究においては，水泳の臨海訓練の中で，泳

力』ζ差がある男子大学生を対象とし，疲労の度合

(尿申成分の変動による観察)，グループ聞の記録

の伸びの差などを検討して効果的な訓練負荷量

(25mで・の訓練回数)を推定する数式を導きだそう

とするものである.

方 法

本報は昭和54......57年及び60年度に実施した臨海

実習の午前の訓練を中心としたものであり.その

13:00 

自由時間
，LTー 1-.J lr-nJ 
点呼 休息 点呼

|第 1尿| |負荷前尿| |中間尿 1 1直後尿 1 11時間後尿|

図 1. 訓練および採尿スケジュール

スケジュールの大要と採尿時期は図 1の通りであ

る.

提案するクロールの訓練内容は海中の深さ1.2

m前後に設定した25mのコースで・「フォームを考

えてストロークず.つ利かせて流せ」のいわゆ

るフォーム主体の「コンビネーション，スイムJ

(Training-I，以後T・I)と，トップスピードによる

「ダッシュJ(Training-lI，以後T・II)である.乙

れらの年度別対象と訓練量は表 1，[示した.

つまり， 55......57年度の 3回の実習ではランク間

表1. 年度別訓練負荷量，時間，対象

T-I T-II 
年度(昭和) 54 60 55...... 57 54 60 55...... 57 

訓練時間 63分 64分 53分 32分 30分 : 36分

Aランク 25m X30回 30回 30回 20回 20回 20回

対実泳時象間 約 11分 11分 11 名分 約 6分 6分 6分
6名 12名 27 

Bランク 25m X28回 27回 30回 18回 18回 20回

実対泳時象間 約511名分 1 91 名分 12分 約 6分 6分 6分
28名

Cランク 25m x26回 24回 30回 16回 16回 20回
実泳時間 約 11分 10分 12分 約 6分 6分 7分
対 象 10名 9名 24名

Dランク 25m x24回 21回 30回 14回 14回 20回

対実泳時象間 約910名分 9分 13分 約 6分 6分 8分
4名 22名
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o-om054年度

A--B8f日55・6τ年度

ロ・-osm60年度
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の訓練距離を同一に負荷したものであり.54年と

60年度は訓練の中での実泳時間を基準に負荷した

ものである.

/ 

/ 
-ー・吋コ

2Or% 

15 

10 

s 

。
-5 

尿は各時期ごとに全尿を採取するように指示し

た.尿中成分の分析で，クレアチニンはアルカリ

ピクレート法，尿酸はリンタングステン酸と炭酸

ナトリウムを用いる方法，尿素窒素はジアセルモ

ノオキシムを用いる方法，ピルビン酸は 2.4一

dinitrophenylhyrazoneとし，キシレン抽出を行

う方法によってそれぞれ定量した.なお，尿中Na

とKは炎光法で.CI は銀電極法で測定した.
DランクCランクBランクAランク

図3はランク別に25mを 1回泳ぐタイムとスト

ローク数を示したものである(スター卜は立位の

泳者が頭を水中広没した瞬間とした).TーI.I1

ともにランクが下がるほどタイムは遅くなり.ス

トローク数は培加している.ランク別にみたT-

Iと11の差はDランクのタイムを除いたすべてが

有意であり Dランクはストローク数は多くてもタ

イムはほとんど変らない.

35r固

銭

クロールの年度別，ランク別効果図2.
果

図2は年度別.ランク別に効果をみたものであ

る.効果は臨海実習前または初日に行ったクロー

ルの測定記録と最終日のそれとの差を比率であら

わした.年度閣の有意差はC.Dランクにみられ

た.つまり，実泳時間を基準として負荷した54.

結

60年度の効果が同一距臨を負荷した55-57年度よ

り高いという乙とである.
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a 図4は年度別，ランク別にトレーニング密度

(実泳時間/訓練総時間x100)を示した. T-1 

の54.60年度(実泳時間を基準とした)ではランク

が下がるにつれ密度は低くなっており.60年度の

T-IIではランク聞に差はない.同一距離を負荷

した55-57年度はT-1 • IIともランクが下がる

につれトレーニング密度は高くなっている.

表2は尿中成分に関する実験成績を示した.図
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1における第 1尿は睡眠中のものであるからデー

タ掲載に止め，成績の処理は負荷前尿を基準とし

た.尿量.クレアチニンは直後尿.尿中尿酸は 1

時間後尿で有意に変化しており，尿中ピルビン酸，

表 2. 尿中成分の変動

成 分 第 l尿 負荷前尿

尿量(ml/h) 41.28土 28.97 52.55土 31.33

クレアチニン 69.75土 9.04 73.25土 26.28

尿酸 38.10土 10.87 38.05土 14.16

ピルビン酸 0.42土 0.06 0.35土 0.13

pH 5.62土 0.18 5.64土 0.55

Na 6.15土 2.43 8.92土 3.82

K 0.96土 0.46 2.65土l.61

Cl 5.94土 2.83 11.26土 4.59

pH，Naは中間尿，直後時間後尿ともに増加が

認められる.尿中K.Cl排出量は 1時間後尿で高

くなっているが.その差はKのみ有意であった.

中間尿 直後尿 1時間後尿

71.93土 43.62 88.03土 3お5 69.22土 20.35

79.78土 23.40 92.61土 8.0*5 86.40土 11.70

36.87土 13.32 39.19土 13.54 67.43土 16お

11.62土t.f4 17.86土お2 1.24土 0*.*5*4 

5.15土 o許 5.09士 o詑 5.22土 0.47* 

13.24土 6.13 18.54土ま85 15.78土 6.1*5 

1.93土1.20 l.74土 0.45 3.68 土1.3~
10.06土 4.44 10.02土 4.88 17.03土 7.06

例数=11 有意水準ネP<0.05，紳p< 0.01， *林p<0.001 

考 察

一般にフオームを定着させる指導は，腕による

ストロークリズムの形成，ボディポジションと呼

吸，プルのリズムに補助という意味でのキックに

ポイントを置き，泳ぎ全体のリズムを捉えさせる

方法がとられている!の今回，著者らが設定したT

-1では乙の方法で・フォームの定着をはかり， T

一日はトップスピードでのインターバルトレーニ

ング(ハイポキシック的トレーニング附を含む)

でタイムの短縮をはかることを目標とした.

本報では以上のような訓練目標達成のために，

より効果的なクロールの訓練負荷量を推定する乙

とを目的としており，推定にまたっては(1)ランク

別効果の程度 (2)訓練内容の分析(タイム，スト

ローク数，トレーニング密度など (3)疲労の度

合(尿中成分の変動)などを要素として考えた.

例年遡聞の臨海実習での効果は上位ランク

では 5%程度の伸びを示しており，乙乙に個々人

の目標を置かせている.また，下位ランクの者で

14，15 %以上伸びた者は例外なく教官によるフオ

ーム判定の評価が上がっている.乙の乙とから，

下位ランクの訓練はフオーム主体のT-Iが重要

であり，乙の訓練の適切な負荷量の設定は不可欠

の要素であるといえる.

3J 

311 0ランタダ?シ品ー----=:..

29 

タ 27
イ
ム 2S

抄

- 23 

19 

17 

IS 

←→ 

20 22 2-' 26 28 30 32 34 36 38 
ストロータ~(図}

図 5. ストローク数とタイムの関係

図5はタイムとストローク数について.Aラン

クと Dランクを比較したものである.Aランクで

はタイム，ストローク数ともにT-I.T-Ilの

区別がはっきりしているのに対し .Dランクでは

Tー11のストローク数は多くなるがタイムは重な

っており.T-I. Tー11の意味をなしていない.

乙の乙とは効果にも影響がみられ.同一距離を負

荷した効果の少ない年度では実泳時間が短い者ほ

ど効果が高いという逆相関の様相さえ呈した.

一般に熟練者は水泳速度と血中乳酸濃度は高い
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相闘を示す?・13)Holmer仏 Dらはエリート選手を対

象とした報告で，水泳中には陸上運動より血液の

二酸化炭素分圧が高くなり，血液 pHはより低下

する乙とを述べている.乙れらの乙とから，本報

の被験者のうち合理的な泳ぎのできない低ランク

の者では水泳中の呼吸制限が強くお乙り.かなり

早期に無酸素状態を招来しているものと考えられ

る.効果の少なかった年度では泳ぐ間隔が短い乙

とも加わってアシドーシス傾向を示し，一時的に

訓練を停止させた者が数名ず‘つみられた.乙の乙

とは図 6，乙示す通り.尿中ピルビン酸の排出の多

い者(強い無酸素状態の者)で.尿量カ落しく増加

しており，嫌気的代謝による生理機能の減退が強

くお乙っている乙とをしめしている.
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図6. 尿中ピルビン酸と尿量変化(中間尿/
負荷前尿および直後尿/負荷前尿)の
関係

Simonsen 14) Kよれば，疲労には 4つの基本的過

程が考えられるとし.(1)活動に必要な物質の消耗

(2)疲労誘発物質貯留 (3)基質の物理一化学的状態

の変化 (4)運動の調節及び協調の混乱をあげてい

る.乙れに関して Hultman& SahaliJ)は.(2ト(4)

過程は全て活動組織における乳酸ならびにH+.{オ

ンの生産と貯留に関係していると述べている.乙

33 

のSimonsenとHultmanらの見解からみると効果

の少ない年度における低ランクグループの訓練効

果の低さは，前記の(4)に該当すると考えられる.

つまり，ただ単に上位ランクの訓練距離に同調さ

せたために，下位ランクではT-}開始後まもな

く筋肉内はもとより.血中の乳酸およびH+.{オン

濃度の上昇がもたらされた状態となっていた事は

明らかである.乙の状態では動作の調整・協動性

がそ乙なわれ.筋の緊張のパランスがくずれた泳

ぎになる.したがって.低ランクグループの訓練

効果が低率である乙とは「訓練による体内環境の

変化Jに由来する部分も多いと考えて良い.乙の

体内環境の変化とトレーニングインターパルは密

接な関係があり，休憩/作業の比(以後W-R比)

を考慮する乙とが重要である.

一般にインターバルトレーニングのW-R比は

0.5.......3の聞に設定される乙とが多く.水泳競技者

においてもほぼ同様と考えられる.本報における

対象のW-R比は同一距離を負荷した効果の少な

い年度のC. Dランクの場合3.30.3.23であり，実

泳時間を基準に負荷した効果の大きい年度では

5.20. 6.28であった.また .Aランクでも 4.64と

なっており一般的トレーニングの比より高い.乙

の乙とから本報の対象レベルではW-R比を高く

するべきであり，効果の少ない年度のC.Dラン

クでは低くすぎたと考えられる.すなわち.低技

能者の水泳訓練においては泳ぐタイムのみで回数

を決定するよりも一回ごとの疲労の回復状況を考

慮し.技能が低くなるにつれW-R比を漸増的広

高値に設定するほうが好結果を得る乙とができる

と考える.

以上の乙とからフォームの定着を主目的とする

Tー Iのランク別訓練回数を算出する推定式は(1)

の様に考えた.

Y=KT /X……………(1) 

Yは25mのランク別訓練回数.Kはインターパル

をとる為の係数で図 4，ζ示した密度および訓練時

間と実泳時間(表1)や，前述したW-R比を基礎

として算出(効果の高かった年度の実泳時間/訓

練総時間)したものであり，ランクが下がるほど
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イン.ターパルを長くとる必要から，本報ではA:

0.18. B: 0.17. C: 0.16. D: 0.15の値をとる定数と

なった.Tは訓練時間(秒).Xは25mのコンビネ

ーションスイムのランク別平均タイムである.

乙の数式を現実的に使用する場合.25mを泳ぐ

タイムの測定は個々のトップスピードの方が的確

であり，容易に捉えやすい.乙の乙とから，トッ

プスピードを用いると(1)式のKにあたる係数は各

ランクとも0.14'ζ近い値となる.従って.(1)式は

(1')式のように変形される.

Y=0.14T/x……...・H ・..(1') 

ただし. xは25mのトップスピードによるランク

別平均タイムである.乙の式によっても，各ラン

クの訓練回数は(1)式同様に得られる.

つぎに.T-II はトップスピードによるインタ

ーバルトレーニングであり，上記の(1')と同様に

して(1)式のKにあたる係数を算出する各ランクと

もO.19K近い値となり(2)が導かれる.

y =0.19t/x ...……・・・…(2)

ただし. yはランク別訓練回数 tは訓練総時間

(秒). xは25mのトップスピードによるランク別

平均タイムである.

以上の式から，各ランク別の繰り返し訓練間隔

(秒)S (T-I)およびS/(T-II)は次のように求め

られる.

S=T/K=X/Kまたは S= x/0.14 

S/= t/y = x/0.19 

つまり. SまたはS'秒ごとに各ランクをスタート

させると初期の目的にかなった訓練が行えるとい

う乙とである.

クロールの泳力に差があるグループのランク別

訓練負荷量を推定する数式を提案したが.学校体

育の場ではそれぞれの対象の発育・発達の度合.

特徴，また，泳力の程度や目的などを考慮して.

乙れらの数式に準じる方策によって水泳指導は円

滑に行えるのではなし、かと考える.つまり .Kの

係数をそれぞれの目的に応じて決定するという乙

とである.ただし，乙れらの数式は全くの初心者

ではなく.25m以上は泳げる者に対して，より合

理的なフォームの獲得や泳力を向上させるための

訓練負荷量の目安を求めたものである.

要 約

クロールの泳力に差がある幾つかのランクごと

に.泳力 (X秒または x秒)と訓練予定総時間 (T

秒または t秒)から25mコースによる訓練負荷回

数(Yまたは y)を算出する式を作成し提案した.

まず，コンビネーションシム(T-1 )については，

Y=KT/X となった.ただし .Xは25mのコ

ンビネーションスイムのランク別平均タイム.T

はT-Iの訓練予定総時間.Kは泳力の高い方か

らAランク 0.18.Bランク 0.17.Cランク 0.16.Dラ

ンク 0.15となる定数である.つぎに.トップスピ

ードによるインターバルトレーニング(T-11 ) 

の場合は y = 0.19 t/x となった.ただし. x 

は25mのトップスピードによるランク別平均タイ

ムは訓練予定総時間である.学校体育の場合

では対象とする児童・生徒の発育・発達の度合や

泳力の程度ならびに目的などを考慮して.乙れら

の数式の右辺の係数を若干変更すれば，水泳の指

導に十分利用できると考える.

本研究は熊本大学教授小郷克敏氏に御教示いた

だきました.

文 献

1. Holmer， L， Lundin， A.， and Erikson， B. 0.， 

IIMaximum oxygen uptake during swimming 

and running by elite swimmers:' J. AppL 

Physiol. 36， 711-714. 1974. 

2. Holmer， L， Stein， E. E.， Saltin， B.， and Astra-

nd， P. 0./1 Hemodynamic and respiratory res-

ponses comapared in swimming and runningプ

J. Appl. Physiol.， 37， 49-54. 1974. 

3. Hu1tman， E. and Sahlin， K.，“Acid-base 

balance exercise >> Exercise and Sport 

Sciences Reviews voL 8， Franklin Inst. 

Philadlphia， 1981，41-128. 

4. 池田一徳・金守新一・ 111崎順一郎・小郷克敏

「効果的な水泳訓練に関する研究(日)ー臨海合宿

訓練時の体験過程の変化一J 熊本大学教育学



川崎:水泳の能力別訓練負荷量K関する研究 35 

部紀要，自然科学， l'h30， 47-56， 1981. 

5. 池田一徳・金森守一・川崎順一郎・小郷克敏

「体験過程からみた臨海合宿水泳訓練の効果j

熊本大学教育学部紀要， l'h 31， 73 -82. 1982. 

6. 川崎順一郎・金守新一・池田一徳・小郷克敏

「効果的な水泳訓練に関する研究(1)一学生の臨

海合宿にお貯るクロールの指導法(その1)ーJ

熊本大学教育学部紀要，自然科学， l'h30， 37・

46， 1981. 

7. 川崎順一郎・金守新一・池田一徳・小郷克敏

「効果的な水泳訓練に関する研究QV)ー学生の臨

海合宿時におけるクロールの指導法(その2)ーJ

熊本大学教育学部紀要.自然科学，ぬ31，53-

62. 1982. 

8. 川崎JI頂一郎「効果的な水泳訓練に関する研究

一学生の臨海合宿時におけるクロールの指導法

(その 3)ー」 熊本大学教育学部紀要， Nl. 32， 

67・78，1983. 

9. Mader， A.， Heck，H.， and Hollman，W.， 

“Evaluatin of lactic acid anaerobic energy con-
toribution by determination of postexercise 

lactic acid concentration of ear capillary blood 

in middle-distance runners and swimmers， T 

in F. Landy and W. A. P. Orban (Eds)， Exercise 

Physiology， Maiami : Synposia SpeCialisits， 1978. 

10. 日本スイミング学校(編) :スイミングコーチ

テキス卜，第 7巻，泳法と技術，.30-31，1963.

11.小郷克敏・金守新一・池田一徳・川崎順一郎

「効果的な水泳訓練に関する研究⑪ー腎機能変

動からみた生理的負担についてーJ 熊本大学

教育学部紀要，自然科学， Nl. 30， 57-66， 1981. 

12. 小郷克敏・井本岳秋・金守新一・池田一徳・

川崎順一郎:長時間遠泳時の Na，K，Cl排池

熊本大学教育学部紀要.自然科学， Nl.31， 63-

72.1982. 

13. Olbrect，J.， Modsen，O.， Mader，A.， Lissen， H.， 

and Hollman， W.，“Relationship between 

s wimming velocity and 1 actic concentration 

during continuous and Intermitent training 

exercises." Jnl J. Sports Med 6. 74・77，1985. 
14. Simonsen， E.， Physiology of work capacity 

and fatigue. Chales C. Thomas， 1971， Spring-

field. 

15. 杉原潤之輔 他「特集，楽しい水泳の指導と

プールの衛生管理j健康と体力.第17巻第 8号.

11-14. 31-33， 38 -41， 42 -45， 1985. 

16. 山本義春「水中における呼吸制限の影響J体

育の科学， vol. 34. Nl. 7， 518 -523， 1984. 



37 

E. F. Z e ig le rの体育哲学の類型について

山 下 和 彦(福岡大学体育学部)

(昭和62年 8月31日受付，附和62年12月12日受理)

On Zeigler' s pattems of philosophy of physical education 

Kazuhiko Yamashita1 

Abstract 

The purpose of this study is to clarify the structure of E. F. Zeigler' s 

philosophy of physical education by comparing with J. s. 8rubacher and T. 8rameld， who might 

affect Zeigler. The author uses investigation of literatures. 

The findings are as follows; 

1) Zeigler has two types of classification. One is with philosophical schools. 

The other is with philosophy of education. 

2) He classifies by using anappoach by 8rubacher' s structural， philosophical analysis. 

3) He introduces 8rameld' s reconstructionism. However， 8rameld's influence on him is not 

stronger than 8rubachersぺ Itis concluded that 8rubacher's influence on Zeigler is strong. 

(Kazuhiko Yamashita It On Zeigler' s patterns of philosophy of physical education"， Kyushu J. 

Phys. Educ. Sports，2・1:37 -44， March， 1988) 

緒 -=-= 巨司

Zeiglerのみならずアメリカの各大学で使用され

ている体育哲学のテキストには必ずと言って良い

程，体育哲学の分類がなされ，類型が示されてい

る.そして学生たちに対して自然主義体育とは何

か，観念論的体育とは何か，といった各々の特徴

や相違点などが述べられている.Zeiglerのテキス

トはそうしたものの中でも代表的なものといえ，

多くの文献中で引用あるいは参考にされている.

Zeiglerは国際スポーツ哲学会の会長を務めた他，

アメリカのみならず国際的に活臨している体育学

者である。そして特にその専門分野である体育・

スポーツ哲学面での影響は大きい.

さて本研究でZeiglerを取り上げた理由は 3つあ

る. 1つは Zeiglerが体育・スポーツ哲学分野で

著名かっ影響力を持っている人物である乙と. 2 

番目は彼のテキストにおける体育哲学の分類が一

般的なものと判断できる乙と. 3番目は彼のテキ

ス卜が日本でも翻訳出版されている為自他共に検

討し易い乙と.以上の 3つで・ある.

本研究の目的は， Zeiglerにおける体育哲学の分

類がどういった構造をもって為されているのかを

明らかにする乙とである.とりわけ彼に影響を与

えた 8rubacherや8rameldの主張と比較し，相

違点や疑問点を考察する.

方法は文献考証であるが， Zeigler著文献12)・13)

川 7)，18)を中心として考証し， 8rubacherや

8rameldについては国内文献ω，η，8)を参考にした.

1. Zeiglerにお11る分類

Zeiglerの分類は 2通りある. 1つは哲学の学派

1 Facu/ty o[帥ysica/Education. Fukuoka肋 iversity，8・19-1Nanakuma ]ohnan-ku， Fukuoka-shi， 
]atan (814-01) 
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による分類であり.もう 1つは教育哲学による分

類である.乙うした分類は Zeiglerの特徴という

訳ではない.なぜなら井上の著書、p.21)からも理

解できるように教育哲学の類型でも哲学の学派に

よる分類は古くから最も多く使用されてきたもの

だからである.また教育哲学による分類も8ruba-

cherや 8rameldの影響を多分に受けている.乙

の点については後述する乙ととし.まず彼の 2つ

の分類を紹介する.

1. 哲学の学派による分類

前述した哲学の学派による分類は教育哲学にお

いては古くから行なわれていた.よって体育哲学

の分類はそうした教育哲学の諸文献を援用しなが

ら進められていった.Zeiglerの著書12)もそうした

作業の結果生まれたものの 1つといえる.ただし

他の諸文献の・3)・5)と比較すると Zeigler個人の尽力

は大でありその業績は大きい.というのはその後

の体育哲学の諸文献1).4)・5)・9)，10)，11) 'Lt必ずといって

良い程 Zeiglerの乙のテキストが引用あるいは参

考文献となっているからである.彼はその中で 4

つの主要哲学により分類している.

@ 自然主義 Naive Naturalism 

② 実験主義 Ex perimen talism 

⑥実在論 Realism 

④観念論 Idealism 

Zeiglerは4学派による分類をしているが他にも

様々な分類がある.たとえばOsterhoudt
10
)は自然

主義，観念論，実在論.プラグマテイズム，実存

主義，哲学的人間学，言語分析，現象学，という

分類である.また Freeman4
)t Da visら幻は自然主

義，観念論，実在論，プラグマテイズム，実存主

義の 5学派による分類である.何をもって主要哲

学とするかの判断は困難だが，新しいものを含める

か否かといった単純な乙とかもしれない. Zeigler 

自身も決して実存哲学や言語分析を軽視している

わ貯ではない.彼自身.実存主義と体育について

の論文13}(pp.107・108)も書いており.1977年の著

書16)では実存主義と他の学派を並列させている.

今日，自然主義，観念論，実在論，プラグマテイ

ズムに実存主義を加えた 5学派による分類は最も

一般的と考えられる.

と乙ろで.Zeiglerは一貫してプラグマテイズム

の代りに実験主義という語を使用している.その

理由は彼の言葉15)(p.l03)によれば「現代の状況を

考慮すると.その方が哲学的に有益であるように

思えるからだJという.しかしながら乙の点につ

いてはプラグマテイズムとしても大差がないと判

断する.Zeiglerの理由付けには大きな説得力が無

Zeiglerの哲学学派による分類は lつの構造を持

っている.目次15)(p.20)を見ると 2段階であるが，

厳密に見れば 3段階である.例えば実在論の部分

についての目次は以下の通りである.

第四部

実在論 (REALISM)

第八章実在論の哲学と教育

形而上学，認識論，論理学，価値諭，社会，

学校，個人.教育の意図と目的.教育の過程，ま

とめ.

第九章 実在論と体育，保健，レクリェーション

教育

意図と目的，挑戦，方法論，まとめ，長所と

短所

第八章を厳密に見ると構造が 2段階に分れる.

即ち哲学の部門別検討と教育に関わる部分との 2

つである.ゆえに第九章の体育に関わる部分と合

わせて 3段階の構造(哲学，教育，体育)を持つと

いえる.哲学の部門別即ち形而上学，認識論.論

理学，価値論の各立場から検討する乙とについて

は常に 8utlerを引用している12)(p.17)が.乙の 3

段階の構造についても 8rubacherの影響がうかが

われる.

2. 教育哲学による分類

Zeiglerは 1964年以来個人の哲学を知る為に自

己評価チェックリストを文献中に度々載せている.

1964年のテキストm(pp.357・365)と1977年のテキ

スト 17)(pp・M・80)では共に 6つの質問項目を挙げ

ている.

① 実在の本質(形而上学)

② 教育の意図および目的
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① 教育過程(認識論)

①体育

⑤ 学校保健体育

⑥ レクリェーション教育

チェックリストは各々の項目にいくつかの説明

文が書かれ自分の信念に最も近いものを選択する

ように構成されている.1964年のテキス卜では各

々の項目における説明文は 4つず‘つで・あるが1977

年では 5つず.つになっている.その内容は 1964年

では観念論，実在論，実験主義，改造主義の 4つ

であり.1977年では観念論.実在論，実験主義，

改造主義広加えて実存主義が入っている.ここで

注目したいのは実存主義が新たに加わっている乙

とよりも哲学学派による分類の時示された自然主

義が無く.改造主義が入っている点である.

図1.

廊。開制ticNalurali1m ， 
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sct、。lmicR・M国司
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Zeiglerが乙れらを並べた視点はと‘こにあるのだ、ろう

か.彼が示している教育哲学スペクトラム(図 1)16) 

(p.46)から判断すると乙のチェックリストは Bru-

bacherの影響を受けた教育哲学による分類と考え

られる.Vanderzwaagとの共著』めからも理解でき

るように Zeiglerは教育哲学を進歩的教育哲学(進

歩主義)と保守的教育哲学(本質主義)の 2つに

分類している.そしてその説明に哲学学派による

小分類を混入させているのである.チェックリス

トの最後では各人が教育哲学スペクトラムのど乙

に位置づ貯られるかの自己評価もできる.それは

次のように分類されている ~9)(p.80)

・強度に進歩主義的

・進歩主義的

・折衷主義的

.本質主義的

-強度に本質主義的

・実存主義的(幾分進歩主義的)

この分類は明らかに教育哲学の分類と判断でき

るものである.

日. Brubacherの影響

Zeiglerにあたえた 8rubacherの影響として 2

点とり挙げたい. 1点は 8rubacherによる教育哲

学の構造契機である. Zeiglerは哲学学派による分

類でも教育哲学による分類でも構造的哲学的分析

(structural philosophical analysis)をしている.

この分析は Brubacherが示した構造契機の強い影

響を受けている. 2点目は 8rubacherによる教育

哲学の分類である.Zeiglerは8rubacher同様教育

哲学を大きく 2つ(保守的教育哲学と進歩的教育

哲学)に分け，その説明に哲学学派による小分類

を混入している.以上 2点の影響について考察し

たい.

1. 教育哲学の構造契機

井上7}(p.20)，hp.7)は教育に関する信念体系の

総体として教育哲学を定義づけ，様々の事項に関

する信念の対立や分岐が教育哲学の様々なパター

ンを構成していると述べている.そして教育哲学

を成立させるべきいくつかの事項に関する信念

(教育哲学を成立させるための要素)を教育哲学の

構造契機と呼んでいる. 8rubacherは教育哲学の

下部構造としての世界観上の構造契機(実在に関

する信念)の他に 8つの上部構造としての教育哲

学特有の契機を提示している.V1下井上町pp.22-

37)?(pp.m.23f}(pp.740)の紹介に従い，それぞ

れの契機をまとめてみる.

1)実在に関する信念 一存在論一

いわゆる「実在Jとは何かという問題である.

Brubacherは「実在Jとは何かについては未だ統

一見解がないとし，大きく分けて 2つのタイプの

考え方を示している. 1つは，実在は流動的で本

来変化するものでありプロセスである，と考える

ものである.もう lつは.世界が流動的に変化し

てゆく乙とを十分に認識しながらも，実在は根本

的には変化しない固定したものである.と考える

ものである.
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2) 知識に関する信念 一認識論一

知識に関する信念は知識の本質に関する見解と，

いかにして知識が獲られるか.即ち知識を得る方

法(知識の源泉)に関する見解との2つに分けて考

察する，としている.

3) 価値に関する信念 一価値論一

価値に関する信念では道徳的行為における「善J

とは何か，芸術的表現にお貯る「美Jとは何か.

社会的政治的生活における「正義jとは何か，と

いう問題に関するものが含まれている.

4) 人間性に関する信念

人間性に関する信念では心身の関係を一元論的

に見るか二元論的に見るか，人間を理性的存在と

見るか生物的に見るか，人間は本質的に社会的存

在であると見るか個人的存在であると見るか，人

間は性善であると見るか性悪であると見るか，と

いう問題が含まれている.

5) 教職の倫理に関する信念

乙れは，教師は聖職であり無限に奉仕する乙と

が倫理的なのか，労働者として経済的報酬を要求

し組織労働として行動する乙とが倫理的なのか，

という問題である.

6) 政治に関する信念

政治区対する基本的な考え方として 3つのタイ

プが示されている.政治権力を特定の 1人に置く

独裁政治，特定少数者に置く寡頭政治，多数者に

置く民主政治の 3つであり，そのいずれを選択し，

いずれの実現を目指すのかという問題である.

7) 国家に関する信念

国家をどう考えるかにより教育全体が規制され

るとし，国家については 2つの視点から考えられ

ている. 1つは国家は社会のあらゆるカテゴリー

を包含する「全体Jであると考える一元論的理論

あるいは全体主義的理論であり，今 1つは，国家

は社会の様々な形式の 1つに過ぎないと考える多

元的理論である.前者はファシズムや共産主義の

ような独裁政治または寡頭政治によって支持され，

後者は民主政治によって支持される.そのいずれ

をとるかという乙とも，教育方法を規定してくる.

8) 経済的秩序に関する信念

経済的秩序に関する信念は政治及び国家に関す

る信念と密接に関連している.乙乙では，余剰の

富と閑暖を比較的少数者に委ね，身体的労働は下

賎なるものとして蔑視し，階級差別観を正当化す

る経済的秩序と，富と閑眼は多数者に分配さるべ

き乙とを要求し，労働は本来貴重なものとして尊

ぴ，階級差別観を否定する経済的秩序のいずれを

取るかという問題がある.

9) 社会進歩と学校の役割との関係に関する信

念

乙乙では 3つのタイプが示されている. 1つは

学校の社会民対する役割は社会の現状を維持する

保守的機能にありとするもの，今 1つは学校は社

会進歩の先駆となるべきだという進歩的機能を強

調するもの，そして今 lつは学校の役割は革命的

変化にあるとするものである.乙れらのいずれの

見解に立っかという問題である.

10)教育的過程に関する信念

乙乙には 2つのタイプがある. 1つは大人中心

の伝統的な理論と実践であり，今 lつは子ども中

心の進歩的な理論と実践である.

11)宗教及び道徳教育に関する信念

乙れは宗教と道徳教育との関係をどのように考

えるか，という問題である.乙乙には 3つの立場

がある. 1つは世俗主義で・あり，道徳教育の理論

に宗教的観点、を一切入れないものである.今 1つ

は宗教的ヒューマニズムで・あり.世俗主義が人間

の経験からのみ道徳の一切を説明しようとする乙

とに不安を持ち，神を拠り所として求めようとす

る.しかしその神は超自然的な神ではなく， r人
間の偉大なる評価者Jというべきものである.そ

して今 1つは超自然主義であり，超自然的な神を

信じ，尊敬し，その命令に従う乙とが道徳教育の

中心になるという考え方である.

11の構造契機を紹介したわりだが，乙乙で前述

した Zeiglerの哲学学派による分類における構造

(目次)に再び注目したい.哲学の 4部門について

はButlerの影響があるものの，基本的には Bruba-

cherの構造契機を応用した構造的分析だと判断で

きる. Brubacherの構造契機を参考にし，それぞ
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れ主要哲学が社会をどうとらえているのか，学校

や個人についてまた教育の目的や教育の過程につ

いてどうとらえるのかといった分析をしているの

である.更に Zeiglerは哲学，教育.体育とその構

造を 3段階に発展させている. 8rubacherの方法

が大きく影響したと推測できる.

さて乙の 8rubacherの構造契機の影響としても

う一点加えたい.それは 1977年のテキスト 16)全体

に対する影響である.乙のテキストの基本構想は

既に 1964年のテキスド2)の第12章さらには1968年の

テキス卜 14)中においても示されていたが.Zeigler 

はその部分を更に深く探求したのである.テキス

ト中にてZeigler17) (p.29)は「私の労作は，史学と

教育哲学の名誉教授であるジョン・ S・ブルーパ.

ツハによって開発された独特のアプローチの応用

であった.従って，乙乙にかかげるものは，スポ

ーツという社会力に特に関連する乙のアプローチ

の，より深い応用である.Jと述べている.しかし，

8rubacherのアプローチそのものについてはそれ

以上何も触れていない.とはいえ.テキストの内

容・構成から判断して乙のアプローチとは先に紹

介した構造契機と極めて深い関わりのあるもの，

あるいはそれ自身とまで考えられる.なぜなら，

1968年における基本構想並びに 1977年における内

容でも 8rubacherが示した各契機の様々なタイプ

が示されているからである.全てを紹介するには

紙数が不足の為.目次の一部川(pp.8・10)を紹介す

る.テキストは大きく 3部門(序論.社会力.専

門的関連事項)から構成されている.

E 社会力

第 l章体育・スポーツにおける価値

第2章政治の影響

第3章 ナショナリズムの影響

第4章経済の影響

第 5章宗教の影響

第 6章生態学の影響

E 専門的関連事項

第 1章カリキュラム

第 2章教授方法

第3章専門養成

第4章健康な身体

第5章体育・スポーツにおける女性

まず.8rubacherの構造契機に類似している乙

とが明確に判断できる.次に内容である. nの第

2章，政治の影響で ZeiglerlT}(p.105)は政治状況

の3つのタイプを示している.それは(1)君主制政

治.(2)貴族的寡頭政治.(3)民主制あるいは共和制

政治.の 3つで・ある.訳語の違いはあっても，乙

れは前述の構造契機で示したものと同じと判断し

て良かろう.他の部分も 8rubacherと同じ内容構

成をしている乙とから.Zeiglerが言う 8rubacher

のアプローチとは構造的分析法と判断できる.

Zeiglerは8rubacherの構造契機から体育のみなら

ずスポーツと社会に関わる面まで分析を発展させ

たのである.乙乙に彼の功績がある.

2. 教育哲学の分類

BTubaeher7}(pp.m.24)は大きく 2つ即ち進歩的

教育の名の下に包摂させる教育哲学と，乙れに属

しない保守的教育の下に包摂させる教育哲学の 2

つに分類している.そしてそれらは更にその思想

の起源により次のように分類されている.

(1) 進歩的教育の教育哲学一進歩主義

a プラグマテイズム.道具主義，実験主義

b 改造主義

c 浪漫的自然主義

(2) 保守的教育の教育哲学一本質主義.伝統主

義，永生主義

a アイデアリズム

b 自然主義的レアリズム

C 理性的ヒューマニズム

d カソリック超自然主義

井上6〉(p.39〉.8}(p.22)によれば乙の類型だては先

の教育哲学の 11の構造契機の考察後に導かれた極

めて包括的なものであり，その整理の仕方は見事

なものである.がその一方，進歩派か保守派かの

観点と哲学学派の観点とが融合されている為.分

類の視点が不明確となり，不徹底さを残している

とも指摘されている.
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とはいえ Zeiglerの提示した教育哲学スペクトラ

ム図 116) (p.46)が乙の 8rubacherの分類を基本に

している乙とは容易にうかがえよう.Zeiglerに与

えた 8rubacherの学問上の影響は極めて大で・ある

といえる.

m. Brameldの影響

Zeiglerあるいは 8rubacherKより紹介されてい

る教育哲学の一つに改造主義がある.そして乙の

改造主義思想の中心者が8rameldである.乙乙で

は彼の教育哲学の分類に焦点を当て.それがZei-

glerにどう影響しているのか考察する.

1. 8rameldの分類

井上旬(p.22)は8rameldの分類における特徴は

社会的視点が極めて鮮明なと乙ろにある，と述べ

ている.Bmmeld83(p.22)は現代ネ士会は危機的場面

に立った危機社会だと把握し，今までの安定した

秩序が動揺し，古い価値がゆさぶられ，新しいも

のの創造が求められている混乱と動揺の時代だとL、
うのである. 8rameldの分類は乙の危機社会にど

ういう態度で対処しようとするのか，その態度の

違いによって行うものである.まず‘彼7}(pp.25・27>，

hpp.m・25)は社会の危機的場面で・古いものが新

しいものに代わり，信念、が分裂し動揺する時の態

度を 9つ示している.

① 自己満足的選択 @ 保守主義的選択

② 否定的選択 ⑦ 自由主義的選択

③懐疑主義的選択 ③復古主義的選択

① 不可知論的選択 ① 急進主義的選択

③折衷主義的選択

一般的には急進主義的選択は困難で自己満足的

選択に安住しやすい.しかし Bmmeld7〉(p.27)，

(p.25)は最初の 5つの選択は，冷静な理論的思考

を放棄したデタラメな態度であり，乙のような態

度からは有機的構造的な信念体系は期待できない

という理由からそれを排除するのである.そして

残り 4つの選択のみを検討している.乙の 4つの

選択から彼は以下に示す 4つの教育哲学の類型を

導き出している.

①本質主義

保守主義的選択に対応するのは本質主義である.

その特徴は社会的遺産としての科学を中心にし，

伝統的教科カリキュラムを認め.注入的教授と受

容的学習態度をとる乙とである.また基盤となる

哲学としてはアイデアリズムとレアリズムの 2つ

を挙げている.

② 進歩主義

自由主義的選択に対応するのはプラグマテイズ

ムを下部構造とする進歩主義である.科学知識を

情報として考え.経験カリキュラムや問題解決学

習を進めるものである.

@永生主義

復古主義的選択に対応するのは永生主義である.

古き秩序への回帰.エリート支配の哲学，教科閣

のハイアラーキー，つめ乙み教授法などが特徴で

ある.

① 改造主義

急進主義的選択に対応するのは改造主義である.

ユートピア思想に立ち，新しいカリキュラム(車

輪状カリキュラムの(pp.250・262)，hpp.237・241)). 

社会的一致の学習ω(pp.18ト208)を進めようとして

いる.

2. Zeigler 'Cお貯る 8rameldの位置づけ

Zeiglerは8rubacherの影響を強く受けていた為，

彼を通して改造主義についていち速く理解してい

た.しかしその影響は単なる改造主義の紹介に止

まっている.乙の点が本稿で聞いたい重要なポイ

ントである. 8rameldの教育哲学の分類は先に紹

介したように，分類の視点が明確で教育哲学の分

類として徹底していると評価したいが，なぜZei・

glerはそれに対して目を向けないのか.改造主義

そのものに対しては従来の主要哲学と並べて考察

する程の関心と理解があるのに，なぜ教育哲学の

分類を取り上げないのであろうか. 1964年のテキ

ストから最近1982年のもの18)K至るまで体育哲学

の類型にほとんと、変化が見られないのは疑問を持

っと同時に残念な乙とである.

結 語〈まとめと今後の課題〉

Zeiglerの体育哲学の類型について考察してきた

が整理すると次のようになる.彼の分類方法は 2
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通りある. 1つは哲学学派による分類であり，今

1つは教育哲学による分類である.両者共に類型

に当たっては 8rubacherの構造的哲学的分析方法を

用いている.また教育哲学による分類でも 8ruba-

cherの分類を受け.体育哲学へと援用している.

Brubacherの影響が実K大きい.それに比べ当初

その影響が推測された Brameldについては単なる

改造主義の紹介に止まり，彼の教育哲学の分類に

対しては関心が寄せられていない乙とが判明した.

その他今回の考察を通して判明した乙ととして

はZieglerのスポーツ哲学が体育哲学同様， 8ruba-

cherの構造的哲学的分析を用いているという点で

ある.

体育哲学の類型としては Zeiglerのそれは極めて

一般的と考えて良い.特に哲学学派による分類は

今日でも主流を占めている.多くのテキストでは

哲学学派による分類だけで Zeiglerのように教育哲

学による分類までは探求しない.しかしこの哲学

学派による分類には難点がある.それは，哲学の

学派は.一つ一つに確かな違いがあるが，教育や

体育の現実場面に直面すると，もっと大づかみの

とらえ方が重要だという乙とである.井上旬(p.21) 

は，哲学の学派としては明瞭に違うものであって

も，そ乙から導き出される教育的主張には極めて

親近性が高く重複しあう場合もしばしばあり，哲

学の学派によって細分化する乙とは意味を持たな

い，という.

乙うしてみると Zeiglerの分類は発展的と言え

る.が筆者としては Brameldの分類をぜひ取り上

げて欲しかった.今後は Zeiglerがなぜ8rameld

の分類を取り上げなかったかの理由を明らかにし，

自らも Brameldの分類を援用しつつ体育哲学の類

型を試みたい.
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女子学生の持久走に対する態度とその変容
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Attitude and it' s change toward the endurance running 

of the college females students. 

Takashi Masuda1 

Akiko Fuchigami 1 

Shizue Shiraki1 

Mikio Tokunaga2 

Abstract 

This study attempts to clarify the attitude and it's change toward the endurance running of 

the college females students. 

The questionnaires were used before the first class meeting and the last class meeting. 

The questionnaries were composed of three components， feeling and cognition toward the 

endurance running， and action tendency toward physical activities. 

We investigated the scores according to the questionnaires and results were compared and 

analyzed. 

45 

1) The attitude toward endurance running; The scores of components proved to be shown low 

in feeling and cognition whereas the components of the action tendency were shown highly 

10 scores. 

2) Attitudinal change toward endurance running; The s∞res of components toward feeling and 

cognition were significantly increasing， however scores of the component of action tendency 

were not. 

3) As the factors influencing the attitude toward endurance running; there were designated 

the factors such as mental and physical and executing quantity relating to the past and 

present sports. 

1 Nakamura Gakuen College， 7-1 Belu・5chomeFukuoka-shi， Japan (814) 
2 Institute 01 He/th Science， Kyushu University，6-1 Kasuga Kohen Kasuga・shi，Japan (816) 
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4) Attitudinal changes toward endurance running were recognized among the students who 

have mental toughness and less Quantity of sports in the present and the past. 

(Takashi Masuda， Akiko Fuchigami， Shizue Shiraki， Mikio Tokunaga，“Attitude and it's change 

toward the endnrance running of the college females students "， Kyushu ]. Phys. Educ. 

Sports， 2・1:45・55，March，1988) 

緒言

合理化・省力化された現代社会に生活する人々

にとって，全身持久性は種々の疾病や日常生活で

の健康度にも関連し，重要な体力の要素として指

摘されている.乙の全身持久性は卜レッドミルや

自転車エルコeメーターを用いた最大酸素摂取量を

測定する乙とによって推定される乙とが多い.一

方，乙の最大酸素摂取量は12分間走の走距離と相

関が高い乙とが明らかにされ，高価な装置を使用

して測定しなくても， 12分間走の定距離によって

最大酸素摂取量を推定できる方法が開発された.

乙のような背景から. 12分間走は Cooperzh提唱

などもあり，全身持久性のテストに応用されたり，

トレーニング方法として，わが国でも広く普及し

てきた.

本学では，女子学生の全身持久性のトレーニン

グや評価を目的にして，昭和59年以来，後期体育

実技の授業内容の一部として，持久走(12分間走)

の指導を継続してきた.

持久走に関する研究では運動生理学的研究は数

多く見られ，平111ら5)は女子学生でも最大酸素摂

取量と 12分間走には顕著な関係がある乙とを報告

している.

一方，心理学的側面からの研究は必ずしも多く

はない.Solomon & Bumpusl7)などの PeakEx-

perienceやRunner's High K代表される快的な心

理状態への変化.Folkins
I2
). Lion

l2

ヘGreist
3
)• 

Paxton
l3
)など・による心的緊張や不安の低減として

臨床場面への応用.Pery14}.Hilyerら“による自

己概念の向上.Carmack & Martensl)による

Commitment to Running Scaleの作成.それを

応用した山本ら均の研究.Riddlel5¥ 徳永ら
ω

.23)

のランニング行動の予測因子，嘉戸6) 長久保ら10)

のランニング愛好者の特性に関する研究などがあ

る.近年，下回ら16)は女子中学生の持久走による

態度形成，岡村11)は男女大学生の自己ペース走に

よる状態不安の軽減に関して報告している.以上

のように，持久走(ランニングやジョギングを含

めた)の心理学的研究でも.種々の角度からの分

析が進められている.

本研究では.持久走による心理的変化を態度変

容という観点から重視した.そして，大学の体育

実技の授業で行われる持久走の開始時と終了時に，

持久走応対する態度と要因を調査し，女子学生の

持久走応対する態度とその要因を分析し，その態

度が実際の持久走の授業を継続する乙とによって，

どのように変容し，その変容に関係している要因

は何かを明らかLとする乙とを目的として行われた.

方 法

1.対象

福岡市N大学における昭和61年度後期体育実技

の授業で.12分間走に参加した女子学生 178名.

乙の対象者は l年生の 2つのクラスで，クラス 1

はA教官の指導による 103名，クラス 2はB教官

指導の75名である.

なお，対照群としてK国立大学女子 1年生171

名を対象とした.

2. 期間

昭和61年10月上旬から 12月下旬.乙の期聞にク

ラス 1では 11回，クラス 2では 6回の 12分間走が

行われた.対照群は，同年 11月中旬から 12月中旬

の期聞に調査が実施された.

3. 方法

1) 12分間走の指導

本大学の体育実技では，授業開始後の約30分間
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，r.. 12分間走が毎即行われ，その後は各自が選択

したスポーツコールの指導が行われている.

12分間走では最宇，c安静時の脈樽を一斉に測

定し，準備運動の後周 2∞mのグラウンドの

数箇所から全員同時にスター卜した. 12分間走終

了直後K.再び脈樽を測定し，走った距離と共に

記録カードに記入した.また，クラス lでは，開

始時に 12分間走の目標を設定させ，最適心拍数を

{( 220一年令)一安静時脈樽数}x 0.6 +安静時脈

樽数で推定した.そして.毎回，目標距離や体調

を記入させ.走った後の疲労度.気持ち，簡単な

感想を記録カードに記入させた.さらに.12分間

走の 11回目(最終日)には，学外のジョギングコ

ースとして有名な0公園を走るなどの企画を実施

した.

両クラスとも. r厳しく走らせる Jというより

自分の好みに合ったゆっくりしたスピードで. r 
走ったり，歩いたり」といった指導により.最高

走距離によって全身持久性を確認するように指導

された.

2) 持久走についての態度調査

徳永ら20)・21)が作成した「スポーツに対する態度

調査Jを参考にして，態度項目中の「スポーツ J

を「持久走Jと改め，持久走に対する態度調査票

(附表1)とした.乙の態度尺度は.態度の均衡理

論に基づき，持久走に対する感情的成分.認知的

成分を測定し.体育授業以外の運動・スポーツも

含めた行為傾向成分を測定するように作成されて

いる.

調査は.12分間走の l回目の授業前と，最終授

業終了時に実施された.回答肢には. r賛成Jr 
どちらともいえないJr反対jの3段階を用い.

好意的回答にプラス l点，非好意的回答にマイナ

ス 1点，中間的回答に 0点を与え，持久走に対す

る態度得点を算出した.

なお，得点化にあたっては，質問番号14• 18は

削除し.感情面 10項目，認知面 8項目，行為傾向

面10項目の合計28項目を用いた.

3) 持久走についての要因調査

持久走に対する態度や態度変容の要因を分析す

るために，徳永ら加のスポーツ行動の規定要因に用

いられたスポーツ条件(過去・現在のスポーツ条

件.重要な他者，性格，生活意識，間接的スポー

ツ参与，身体的条件などについて 39項目)を調査

した.また，身体的要因として.61年度前期に測

定された形態と体力診断テストの測定値も用いた.

その項目は，反復横とぴ，垂直とび.背筋力，握

力.伏臥上体そらし，踏み台昇降運動，種目別判

定の合計点，体力の総合判定，身長，体重.ロー

レル指数.皮下脂肪厚(上腕，背部).体脂肪率で

ある.その他.クラス，高校や大学でのクラブ所

属.前期，後期の選択種目.週平均のスポーツ実

施程度(開始時及び終了時)を加え，合計61項目の

要因を調査した.

結果と考察

1. 持久走に対する態度とその要因

1)持久走に対する態度

持久走の開始時と終了時の態度成分ごとの得点

は表 1のとおりである.また.表 2は同様の方法

で態度項目別に変化をみたものである.

開始時の態度得点、から.女子学生の持久走に対

する態度を分析した.最初に，本学女子学生とK

国立大女子学生の開始時の平均値を比較すると，

いずれの態度成分にも.有意差は認められず.両

大学の女子学生の持久走に対する態度比は顕著な

差はみられなかった.

次に.態度成分別に特徴をみると，感情的成分

(得点の幅はー20.......20点)では平均値はー 2.36

点で好意度は低かった.とくに快的感情尺度(得

点幅はー10.......10点)はー1.99点で著しく低得点で

あった.項目別(各項目とも得点幅は一 1-1点)

』にζみると「はじめる前』に乙なると

思う(嫌悪感)Jは一0.82点でで.最も好意意.度が低かつ

た.そのほか. r楽しさ Jはー0.68点. rうれし

さJはー0.63点. rよろ乙ぴ」はー0.62点. rお
もしろさ Jはー0.42点. r不安jはー0.30点と.

いずれも感情面の好意度は低かった.

次に，認知的成分(得点隔はー18.......18点)は

1.78点で，やや好意的態度がみられた.項目別で



48 九州体育学研究第2巻第1号岡和63年 3月

は r忍耐力の養成Jは0.83点で最も好意度が高

かった.そのほか.r健康なからだづくりに有効J

は0.66点. r時間の無駄Jは0.45点で好意度が高

かった.しかし.r積極的性絡の育成」ではー0.09

点， r友人関係の助長Jはーo.悌点 r将来，役

に立つJはー0.06点と好意度は低かった.

行為傾向成分(得点幅はー20.......20点)は体育授

業以外の運動も含めた行動への意図をみようとし

たものである.平均値は 5.21点を示し，他の態度

成分に比較すると，非常に好意度が高かった.項

目別には「運動の必要性を感じる」が0.78点 r
他の乙とがおろそかになるJは0.78点で最も好意

度が高かった.そのほか， r準備がめんどうJは

0.70点， r疲れるからしないJは0.67点， r歩い

てみよう，走ってみようと思うJは0.58点で，い

ずれも好意度の高い乙とが示された.

以上の乙とから.女子学生の持久走応対する態

度は，感情面では嫌悪感を持ち，不安を感じるな

ど.の不快感情がつよく，楽しさ・よろ乙ぴ・おも

しろさといった快感情は少なく，好意度が著しく

低い乙とが指摘できる.

認知面では，忍耐力の養成や健康な身体づくり

への効用は認めているが，友人関係の助長や積極

的性格の育成といった効果については認知度が低

い乙とが示された.また，運動に対する行為傾向

面では.運動の必要性を感じ，積極的な意図をも

っている乙とが明らかにされた.

2) 持久走に対する態度の要因

持久走に対する態度に関係している要因を明ら

かにするために，開始時の得点によって，対象者

を3群に分類した.態度成分ごとに平均値土1/2

偏差を中位群とし，それ以上を高位群.それ以下

を低位群とした.各成分の得点の幅は表4のとお

りである.次に.分類された 3群と 61項目の要因

の関係について.が値およびクラマー係数を算出

した.その結果， 1....... 5 %水準の有意性が認めら

れ，クラマー係数の大きいものを 7要因づ‘つ示す

と，表 3のとおりである.

感情的成分では， 9要因に有意性が認められた.

持久力(スタミナ)や忍耐力の自己評価が高くて，

12分間走の最高距離が長く.過去・現在のスポー

ツ仲間に恵まれ，しかも，地域の人々の期待を感

じ，スポーツも得意と回答した者ほど，感情的な

好意度が高かった.

認知的成分では， 11要因に有意性が認められた.

持久力，忍耐力.走力，筋力の自己評価が高くて.

12分間走の最高距離も長く，過去・現在のスポー

ツ場所に恵まれている者ほど.認知度が高かった.

行為傾向的成分では， 9要因K有意性がみられ

た.過去のスポーツ条件である仲間.機会，時間，

指導者に恵まれ，スポーツは得意で，現在の実施

程度も多いと答えた者ほど高かった.

合計得点、では，最も多い 14要因の有意性がみら

れた.過去のスポーツ条件(仲間，場所)に恵まれ，

走力，持久力を高く評価し，スポーツが得意で，

現在の実施程度も多いと答えた者ほど好意的であ

った.

以上の乙とから，持久走に対する感情面や認知

面では，持久力，忍耐力.走力といった持久走に

直接的に関係する要因の自己評価が高い乙とや実

際の最高走距離が優れていた者.つまり，持久走

が得意な者ほど好意度が高いという乙とができる.

次iζ，運動に対する行為傾向面では，過去のス

ポーツ条件(仲間，機会.時間，指導者など)に恵

まれていた者ほど好意的であった.その他，感情

面にはスポーツ仲間，認知面で・はスポーツ場所の

関与度が高く，現在のスポーツ実施程度やスポー

ツの得意度は態度成分のすべてに影響していた.

そして，態度の合計得点、には，乙れらの要因がす

べて関与している乙とが明らかにされた.

2. 持久走に対する態度変容とその要因

1)持久走に対する態度変容

開始時と終了時の態度得点は，表 lおよび表 2

のとおりである.平均差をみると.感情的成分で

は， 3.22点の増加で最も顕著な変容がみられた.

次K，認知的成分では1.80点の増加で，行為傾向

成分では1.05点の増加しかみられなかった.しか

し，いずれの成分の変容にも有意性が認められた.

次に.終了時の得点をK国立大学生と比較する

と.本大学の学生は感情的成分と認知的成分で有
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表 1. 持久走に対する態度得点、の変化

Y云
K国立大女子学生 N私立大学女子学生(N = 178) 
終了時 開始時 終 了 時 平 有 ク ク

均 意 フ フ

M SO M SO M SO ス ス
差 性 1 2 

感 快的感情 -2.14 2.45 -1.99 2.46 -0.45(**) 2.44 1.55 ** ** ** 

情的
不快的感情 -0.01 2.45 -0.37 2.14 1.30( **) 1.96 1.67 事* ** ** 

成分 小計 -2.15 4.39 -2.36 4.15 0.86( **) 3.91 3.22 ** ** 事司院

認知的成分 1.28 3.31 1. 78 3.21 3.58(**) 2.81 1.80 ** ** *~ー

T傾成為向分τ 

行為 傾 向 2.29 2.46 1.94 2.41 2.47 2.23 0.53 ** ** 

非行為傾向 3.67 2.10 3.幻 2.28 3.79 1.69 0.52 ** *傘

小計 5.95 4.侃 5.21 4.25 6.26 3.34 1.05 ** ** 

ぷロh Z十 5.08 9.35 4.63 9.48 10. 70( **) 7.83 5.62 ** ** ** 
注) 1. K大学対象者 171名 2. ( )内の有意性は両大学のt検定の結果 3.柿 p<.OI・pく.05

表 2. 持久走に対する態度項目の得点、

X 
全体 (N= 178) クラス別

民
全体 (N= 178) クラス別

開始時 終了時 クク 開始時 終了時 ク ク

P フフ P 
フ フ

M SO I M SO スス M SO I M SO ス ス
1 I 2 2 

快 1 1-0.22 0.79 0.23 0.76 ** ** 調位$

認知的成分

16 0.01 0.68 0.11 0.67 * 
感 的

4 1-0.62 0.60 -0.22 O.印 ** ** 調ー 17 0.66 0.52 0.81 0.39 ** ** 

感
5 I 0.61 0.79 0.53 0.56 ** ** ** 19 -0.ω O.筋 0.20 0.67 ** ** $傘

情 7 1-0.伺 O.関 -0.42 0.55 ** ** 20 0.83 0.32 0.94 0.23 
情 91-0.臼 0.63-0.55 0.56 

的 1~ 21 0.20 0.62 0.34 0.66 耳障 ** 
1~ 

不快情的感

2 ー0.82 0.34 -0.65 O.日 *事 * 為 23 0.58 0.48 0.65 0.57 * 
成 3 -0.42 0.68 0.15 0.69 事* ** 事 *

為 傾
24 0.78 0.37 0.83 0.36 

6 -0.30 0.83 0.14 0.88 ** *調位 28 O.羽 0.50 0.55 0.47 ** ** 
分 8 0.45 0.68 0.75 0.53 ** 事 * 訓h 傾 向 29 -0.01 0.62 O.ω0.67 

10 0.73 0.51 0.92 O.お ** ** ** 
向 22 0.67 0.45 0.79 0.40 * ホ傘

z 
認知的努

11 0.45 0.66 0.76 0.50 ** ** * 25 0.57 0.53 0.77 0.35 ** ** 
12 -0.伺 0.71 0.10 0.65 ** 成 26 0.70 0.40 0.76 0.41 

13 O.侃 0.79 0.55 0.66 ** ** 分 傾向 27 0.78 0.41 0.84 0.31 

15 -0.侃 0.69 0.10 0.74 * ** 30 0.55 0.52 0.63 0.51 

榊 pく.01 . * p<.05 

意』ζ高得点を示した.開始時の得点には，有意性

が認められなかった乙とから，乙の増加傾向は.

持久走の授業効果によるものと思われる.とくに，

クラス 1では行為傾向成分でも有意な培加が認め

られ，顕著な態度変容があった乙とを推測する乙

とができる.
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表 3. 持久走応対する態度に関係している要因

込お 要 因
クラマー が{直の

係数 有意性

持久力の自己評価 0.287 ** 
感 2 過去のスポーツ仲間 0.258 ** 
情 3 地域の人々の期待 0.250 ** 
的 4 12分間走の最高距離 0.237 *事

成 5 忍耐力の自己評価 0.236 *事

分 6 現在のスポーツ仲間 0.232 ** 
7 スポーツの得意度 0.220 * 
1 過去のスポーツ場所 0.249 ** 認
2 持久力の自己評価 0.197 * 

知 3 走力の自己評価 0.197 * 
的 4 12分間走の最高距離 0.194 * 
成 5 現在のスポーツ場所 0.193 * 
分 6 筋力の自己評価 0.192 * 

7 忍耐力の自己評価 0.190 * 
1 スポーツの得意度 0.410 ** 行 2 週平均の運動実施程度 0.362 *事

為
3 過去のスポーツ仲間 0.353 ** 傾
4 過去のスポーツ機会 0.315 ** 向

成
5 過去のスポーツ時間 0.314 *事

分 6 筋力の自己評価 0.303 ** 
7 過去のスポーツ指導者 0.302 ** 
1 スポーツ得意度 0.320 ** 

d口h 2 過去のスポーツ仲間 0.297 ** 
三十 3 走力の自己評価 0.279 ** 

4 家族のスポーッ奨励 0.276 ** 得
5 持久力の自己評価 o.幻5 ** 

占 6 過去のスポーツ場所 0.248 ** 
7 週平均の運動実施程度 0.248 ** 

林 pく.01 * pく.05

項目別にみると，感情的成分では 10項目中9項

目に有意な増加がみられた.とくに「おもしろさJ

は0.57点. r乙乙ろよい気持ち」は 0.40点 r不
安」は0.44点. rよろ乙びjは0.40点の培加で.

快感情への変容が顕著であった.

認知的成分では. 6項目に有意な増加がみられ

た.とくに. r気分転換Jは0.49点 r時間の無

駄Jは0.31点. r積極的性格の育成」はo.泊点の

増加で，持久走への認知が高まった.

行為傾向成分では.10項目中の 4項目しか有意

な増加はみられなかった.項目としては「苦しい

からしたくないJは0.20点 rひとつやってみる

かと思うJは0.17点で.いずれも僅少な増加であ

った.

これらの傾向をクラス別にみると，クラス 1は

クラス 2に比較し，顕著な変容を示し，行為傾向

成分では t 5項目に有意な増加が認められた.と

くに「歩いてみよう，走ってみようと思う Jにつ

いては，有意な増加(開始時はM= 0.45で，終了時

はM= 0.61. p<.OI)が認められた.

次に，態度変容の型について分析した.最初に，

開始時と終了時に有意な平均差が認められた感情

的成分と認知的成分の度数分布の変化をみると，

図 1.図 2のとおりである.全体に得点分布が高

得点、のほうに移動し，低得点者が減少し.中位群

や高位群へ変容した乙とが推測できる.とくに.

その傾向は感情的成分で著しかった.

乙の乙とを明らか』とするために，態度変容の内

容を表 4のように開始時の得点を基準にして 3段

階に分類し.開始時の段階が終了時にどの段階へ

変化したかをみた.そして表 5のような態度変容

の分類基準を設け，その割合をみると図 3のとお

りであった。

感情的成分では上昇型が53.7%で最も多く，無

変化型は43.4%.下降型はわずかに 2.9%で・あった.

とくに，中位群から高位群への変容が29.7%で最

も多かった.低位群から中位群へは 16.0%t 高位

群へは 8.0%であった.認知的成分では無変化型が

57.1 %で最も多く，上昇型は 37.8%t 下降型は5.1

%と少なかった.上昇型についてみると低位群か

ら中位群へは 7.4%で，高位群へは10.9%.中位群

から高位群へは 9.4%であった.行為傾向成分では，

無変化型が64.0%で最も多く，上昇型は 24.0%t 

下降型は 12.0%みられ，顕著な変容はみられなか

った.合計得点、では，無変化型が57.7%で最も多

く，上昇型は 39.4%.下降型はわずかに 2.9%で

あった.

以上の乙とから，今回のような授業による態度

変容では感情的成分や認知的成分での変容が顕著

で，開始時の得点、が高かった行為傾向成分での変
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容はやや少なかったという乙とができる.しかし，

感情的成分では，下回ら16) 岡村11)の報告と同様

におもしろさ，乙乙ろよさ，よろ乙ぴ.不安の軽

減といった快感情への変容がみられ，持久走に対

する認知度も高められた.しかも，個別的には感

情面で 5割，認知面で 4割，行為傾向で 2割の者

が好意的態度に変容した.小林7)が指摘するよう

な授業の「よろ乙ぴ」を育てる乙とが，評価(認

知)をかえ，意図をかえ，行動の変容へ結びつく

ような授業内容を検討する乙とが必要であり.そ

の意味では好ましい影響を与えたものと思われる.

2) 持久走に対する態度変容の要因

態度変容の型(上昇・無変化・下降型)と61項目

の要因の関係についてが値とクラマー係数を算出

した.各態度成分と関係がみられる要因を 7項目

ずつ示すと，表 6のとおりである.

感情的成分では. 6要因に有意性が認められた.

上昇型は「持久力Jや「責任感」への自己評価は

高いが r地域の人々の期待Jや「友人の期待J

が低い者に多かった.また，スポーツが不得手で，

踏み台昇降運動の得点、が低い者に多くみられ，し

かもクラス 1の者に多かった.

認知的成分では，わずかに 4要因のみに有意性

が認められた.上昇型は，クラス 1'L多く r勇
気」や「意志Jへの自己評価が高いが，週平均の

実施程度は少なく，後期の選択種目ではパドミン

トンや卓球の者に多かった.

行為傾向成分では. 9要因に有意性が認められ

た. r責任感Jr忍耐力Jへの自己評価が高く，

前期には卓球，後期にはバドミントンや卓球を選

択した者，そして，高校時代に文化部所属者で，

週平均のスポーツ実施程度が少ない者に多かった.

行為傾向成分では. 9要因に有意性が認められ

合計得点、では 5項目に有意性がみられた.上昇

型はクラス lK多く r勇気Jがあると答え，後

期にパドミントンや卓球を選択し.12分間走の最

高距離が長い者，しかも，生活に満足的と答えた

者が多かった.

以上の乙とから.態度変容が顕著な学生の特徴

をまとめると，次のとおりである.

表6.持久走に対する態度変容に関係している要因

総 要 因
クラマー が値の

係数 有意性

地域の人々の期待 0.267 *耳障

感 2 持久力の自己評価 0.220 ** 
情 3 責任感 0.213 調脚

的 4 友人の期待度 0.210 * 
成 5 スポーツの得意度 0.189 一

分 6 踏み台昇降運動 0.187 調ー

7 ク フ ス 0.187 =ー

ク フ ス 0.245 傘*

認 2 週平均の運動(実開施始状時況) 0.199 一

知 3 勇 m 0.196 事

的 4 意 ，=tk 与、 0.192 * 
成 5 後期選択種目 0.187 一

分 6 過去のスポーツ時間 0.187 一

7 握 力 0.188 割位

行
責任感 0.290 ** 

2 高校クラブ所属 0.259 ** 
為

況週平(開均始の時運)動の実施状
傾 3 0.252 傘*

向 4 前期選択種目 0.232 ** 
成 5 勇 m 0.226 ** 

分
6 後期選択種目 0.203 * 
7 忍耐力 0.203 * 

ク フ ス 0.250 ** 
dロb‘ 

2 勇 気 0.247 •• 
計 3 後期選択種目 0.207 * 

4 生活の満足度 0.198 調ー

得 5 12分間走の最高距離 0.196 •• 
占 6 スポーツの得意度 0.186 一

7 父のスポーツ熱心度 0.184 一

判 p<.OI • p<.05 

第 1K.勇気，責任感，意志，忍耐力に代表さ

れるような精神力の強いという性格的特徴をもっ

た学生である.第 2'L.地域の人々や友人の期待

が少なく，スポーツの実施程度が少ないという，

日頃あまり運動をしていないと思われる学生であ

る.第 3K.卓球やパドミントンを好む学生であ

る.すなわち.小林8)や徳永ら18)，19)の報告から推
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定すると乙れらの学生には内向的性格で体力が低

い学生が多い.そして第 4Kクラス 1の学生に多

すなわち，今回のような，いわば，比較的自由

で自主性を尊重した持久走の指導では，日頃の運

動量の少ない学生，内向的で体力の低い学生，そ

の反面，勇気や忍耐力のある強い精神力をもった

学生に顕著な態度変容を与えたものと推測する乙

とができる.また，クラスの要因が顕著であった

乙とは， 12分間走の授業回数や指導内容によって

も，効果が異なる乙とを示唆している.指導内容

としては，持久走の意義・効果について講義，個

人の持久走応対する目傑や最高心拍数の設定，持

久走前の体調などに応じた目標距離の確立.合理

的で快的な走り方，ペースの配分，自主的に走る

乙との意義などの指導，持久走中の経過時間の提

示，持久走前後の脈樽数や走距離・疲労度・気持

ちよさ(快感度)・簡単な感惣などの記録といった

乙とがあげられる.特に授業研究にお貯る形成的

評価過程に影響を及ぼす内容として，持久走前後

の脈樽数・走距離・疲労度・快感度などの記録が

あげられる.すなわち，毎回乙れらの記録を記入

させる乙とにより，走距離や脈樽数の憎減.ある

いは.疲労度や快感度の変化などを確認させ.次

回の持久走への意欲を高める乙とが重要であると

考えられる.また，表?にみられるような12分間

走での障害や要望事項，見学者の取扱いなど.今

後の課題が残されている.

要 約

昭和61年度後期の体育実技の授業で行われた女

子学生の持久走に対する態度とその変容を測定し.

それらに影響している要因を明らかにしようとし

た.おもな結果は，次のとおりである.

1)女子学生の持久走による忍耐力の養成や健康

な身体づくりへの効用への認知は高かったが，

感情的には嫌悪感や不安感が強く，持久走への

快感情は著しく低かった.また，日常の運動に

対しては，必要性を感じ，積極的な行為傾向が

みられた.

2) 持久走応対する感情や認知的態度には，持久

力，忍耐力，走力などの自己評価や最高走距離

が関係し，持久走が得意な学生ほど好意的態度

を示した.運動への行為傾向は過去のスポーツ

条件が恵まれている学生ほど好意的であった.

また，態度のすべての成分にスポーツの得意度

(技術)や現在の運動量が顕著に影響していた.

3) 持久走の授業を断続する乙とにより，感情や

認知面の態度変容が顕著にみられたが，行為傾

向での変容はやや少なかった.とくに，おもし

ろさ，乙乙ろよさ，よろ乙び，不安の軽減とい

った快感情への変容が著しかった.個別的には，

感情面で 5割，認知面で 4割，行為傾向面で 2

割の学生の態度が好意的方向に変容した.

4) 今回のような，比較的自由で，自主性を尊重

した持久走では，日頃の運動量の少ない学生，

内向的で体力の低い学生，その反面，勇気や忍

耐力といった強い精神力をもった学生などに顕

著な態度変容が認められた.また，クラス差が

みられ，授業回数や授業内容によっても態度変

容が異なる乙とが示唆された.

なお，本稿の要旨は日本体育学会第お回大会で

発表した.
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(附表)

運動についての調査

læ~( ) I男女|クラプ所属体育文化所属なし|

つぎの運動についての意見iζ対して「賛成JならOを， r反対」なら×を， rどちらともいえない」

ならムを，マスの中K記入してください。

ただし，乙乙でいう、運動、とは 1-20番の意見は持久走(ランニング)， 21-31番の意見は体育の

授業以外の日常生活も含めて，行われるバレーボールやサッカーなどのいろいろのスポーツ種目の練

習およびゲームを総合した意味です。今までの運動経験から，あなたがそれぞれの意見に直感的民感じ

る乙とを，ゐりのまま答えてください。

賛成0，反対 X，どちらともいえないA

A，体育の授業における持久走について

1.持久走のあとは，乙乙ろよい気持になる

2.持久走をはじめる前になると， 、いやだなあ、と思う乙とがある …・・・……-一一…-…………・・・ I2 

3.持久走をしても，少しもおもしろくない……………...・ H ・..………………………...・ H ・..…… I3 

4.持久走では苦しみより， よろ乙ぴを感じる乙とが多い……・・・・・…・……………・・・……………… I4 

5.持久走のあとは， なんとなく満足感が残る …一.......…・・…・…・…・・…・・・…・・…・………・・…・… I5 

6.持久走をはじめる前になると， 不安を感じる ・・・…・・・・ー・…・・……………・…・・………………… I6 

7.持久走をする乙とは， 実l乙楽しい・・・……………・ー・・……・………………・・・……………・・・……~7

8.持久走のあとは，みじめきを感じることが多い … H ・ H ・……一一…….....・ H・..……ー…..~8

9. 持久走ができると思うと，うれしくなる...・H ・..…………...・ H・..………………………………~9

10.持久走のあとは，なんとなし さびしさが残るー…・・・………………・…・・……………………...~10

1 1.持久走}とつかわれる時聞は，時間の無駄づかいである………......・・……………-一…・…~11

12. 持久走によって友人関係を広めたり，深めたりする乙とはない…………………-一一・・ー……...~12

13.持久走は，気分転換として役K立つ………一…一一……一一…………一…………………し-113

14.持久走は，協調性の大切な乙とを教えてくれる………………...・ H ・..……………………………し一J14

15.持久走のいろいろな技術をおぼえておくことは，将来の役に立つ………………………………L一一J15

16 持久走は，われわれ若者にとって欠かす乙とのできないものであるー・……・・・……...・ H ・-…'LJ16

17.持久走は，健康なからだをつくるための有効な方法とはいえない…………...・H ・-……………L一一J17

18.持久走によって，敏しような恥のできるからだ械うという乙とはない一...・ H ・-……………LJ18

19.持久走は，積極的な性格を養う乙とが多い……・…………・…………...・ H ・-…… H ・H ・-…"LJI9

20. 持久走で， 忍耐力が護われるという乙とはない ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ la

8，体育の授業以外の運動(各種スポーツの練習およびゲーム)も含めて

21.何回運動をしないと，手足がムズムズするなど，なにか迎動をしたくなる……....・H ・..……L一--121

22.運動をすると，疲れがひどいので，あまりしない乙とにしている ……………...・ H ・..…………L一-122

23. ときどき¥¥歩いてみよう、明ってみよう、ゅう乙とがある …………… H ・H ・-…………LJ23

24. いろいろな人が運動している姿をみると，自分もなにか運動をしなければ…と思う乙とがある...~24

25.運動では苦しいめiゅう乙とが多いので，あまりしたくない……・……………………'LJお

26.運動はなにかにつけ，準備がめんどうくさいので，あまりする気がしない… H ・H ・………………LJai

27.酬をすると，他の乙とがおろそかになるので，あまりしない乙とにしている……...・ H ・-……'L-J21

28.運動をする話がでると， 、ひとつ，やってみるか、という気持になる乙とが多い………………l一一J28
29.できるだけ時聞をみつけて，運動をするように心がけている…………………………...・ H ・..…L一一J泊

30.運動は勝敗にとらわれすぎるので，あまり参加したくないことが多い………………...・ H ・-……L一一」却

31.最近一ヶ月を平均してみて，体育の授業を除いて，週平均どのくらい迎勤しましたか(下欄記号にO印)

イ，週 5-6日 ロ，週3-4日 ハ，週 1-2日 ニ，ほとんどしない(月 1-2日) ホ，全然しない

注)項目番号14，18は分析から削除した。
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Abstract 

Our study has two purposes: the first purpose is to establish the prediction equation for 

males' chronological age (AGE) through a series of measurements of their physical fitness tests， 

57 

inner medical indicies， physiques: the second is to make clear the life-style factors associated to 

that physical senility which can be obtained from the above predictive equation. 

For this study we had 148 males (46.5土8.85years of age)who volunteered as subjects， and 

took the ten measurements; which consisted of 6 physical fitness tests， that is， grip strength 

(GRIP)， back strength(8ACK)， single -foot standing with eyes closed aALANCE)， standing trunk 

flexionCFLEX)， vital capacity(VIT AL)， maximum oxygen intake per body weight(MAP)， of 3 inner 

medical indicies such as systolic blood pressure(S8P)， diastolic blood pressure(D8P)， heart rate at 

rest(HR)， and of the estimated percent body fatCF ATl The method of forward stepwise regression 

analysis was adopted in order to establish the predictive equation for chronological age by the 

above ten measurements， and Akaike's information criterion (AIC)， was used to obtain the opti-

mal equation with less independent variables， but higher multiple correlation coefficient. 

The results are as follows: 

1) When the minimum AIC estimate is achieved， the six variables， 8ACK， MAP， VIT AL， S8P， 

F A T， and HR are entered into the equation in the above order. The best selected equa tion is 

descrived as follows: 

タ=87.34 +.1226 xS8P-.117 xHR-.1439 x8ACK-.00276 xVIT AL-.5322 xMAP-. 354 xFAT. 

1 Institute o[ Heallth Science， Kyushu University，ι1 Kasuga-Kohen， Kasuga・shi，]atan. (816) 
2 Nakamura Gakuen Co/lege， 7-1 Befo・5chome，]ohnan-Ku， Fukuoka-shi， ]atan (814) 
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Its multiple correlation coefficient is 0.6447. 

2) Twenty-four members among these 148 subjects answered to a questionnair for their 

habitual life style. 

The residual which is the difference between chronological age and predicted age of each 

member is conceived as the physical senility. By one-way analysis of variance of senility， such 

factors as how to go job place， experience of exercise at junior high school life， quantity of 

intaked vegetables， quantity of intaked rice， the free time at week-day and taking cultural lesson 

were significant1v associated to their senilities. (Kazutoshi Kikkawa， Tetsurou Og叫o，Hiromichi 

Okabe and J ukichi Matsumoto“A statistical approach for physical senility and its control Q)ペ

Kyushu J. Phys. Educ. Sports， 2・1:57 -66， March， 1988) 

緒言

老年学の目的には「老化の主体Jの追対あるいは
34) 

「老化現象を遅らせる乙と J....，があげられている.

一方，老化という現象は因果関係として簡潔な表

現はできないので科学の対象としてつかみど乙ろ

がなく，さらに老化の概念的定義が確立されると

いう見通しもなく，また無理に意見を統一させる

という行為を早急に行う乙とは老化の本質を見失

う乙とにもなりかねないと考えられているや本研

究でも老化について「加齢(Aging)に伴う生理的

機能の減退Jとおおまかに定義し，必要以上にそ

れが観察できる病理的老イ~O)を狭義にはさすもの

と考えておく.体力・生理的機能を含め老化過程

に関する研究は枚挙にいとまがないが，その全般

的経過については.(1)蓄積的で.連続的にきわめ
48) 

て緩やかな速度で起き~ (2)個体内，臓器ごとに低

下の程度が異なり円 (3)運動などストレス下ではじ

めて減衰が明らかになったり川3:(4)成長期ほどで

はなくとも個体差がある仰点などをあげる乙とが

できる.老人病診断の立場から吉川(1974 )は個別

臓器だ貯でなく「個体としてのまとめが必要J仰

と述べており，一方，われわれの思考様式のなか

には個別臓器・機能の加齢変化よりも総合した系

としての人間の生理的老化度を知ろうとする試み

が定着している.たとえば他人の姿勢や顔貌など

を手掛かりに「あの人は動作からすると30歳代で

あろうJとか「姿勢からは60歳には見えないjな

どの様式をとる乙とが多い.つまり年齢に平均的

な値を手儲かりに原因としての年齢にたちかえろ

うとする手続きがあり，論理学にいう「逆問題の

解を求めるl4)乙とに相当する.乙れを統計学的

な手続きとして見る場合に暦年齢を従属変数とし

種々の計測値を独立変数とした重回帰分析に帰着

し，いわゆる体力年齢などの「予測年齢」がえら

れる乙とになる.体力年齢から見た時に同ーの暦

年齢の人で若い人もいれば「老けてJ評価される

人もいる.乙うした個体差をもたらし老化過程に

影響する外的要因の効果と作用機序については明

確でないものが多く守》老化度がどのような因子に

よって促進されたり遅延されたりするのかを明ら

かにする乙と18)は体育学，体力学，医学，心理学

など老年学の周辺領域も含め「老化の制御Jとい

う課題への一つの重要なステップであろう.老化

の評価に関する研究の量に比較し，乙の制御に関

する研究は必ずしも多くはないとされている?

乙うした問題所在を背景に本研究では(1)生理的.

体力的な年齢の総合指標を作成する乙と.(2)老化

度を左右する要因は生活形態のどのような点に求

め得るのかを検討する乙とが目的である.

研究 方 法

(1) 重回帰分析;年齢28歳から臼歳までの健康

な男子148名を対象に暦年齢を従属変数とし，以下

の測定値を独立変数としたステップワイズ重回帰

分析を実施した.すなわち循環機能の総合的指標

として自動血圧計により測定した(1]収縮期の血

圧(以下で許容される限りコード名 SBPと省略す
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る.以下の変数についても同様)， (2J拡張期の血

圧 (DBP)および (3J安静時の心拍数 (HR)を採

用した.また簡単で一般的な体力テストとして

(4J左右握力の平均 (GRIP).(5J背筋力 (BACK).

(6J閉限片足立ち (BALANCE)，(7 J立位体前屈柔

軟度(FLEX).(8J肺活量(VITAL)の 5変数を用

いた.乙れらは一般的な方法的で乙の種の検査測

定に熟練した検者数名が監督指導し測定した.有

酸素的作業能の指標としては Margariaet al CI 96 

5)幻}が提唱した 2段階の踏台昇降運動時における

心拍数の変動から (9J最大酸素摂取量(MAP)を求

めた.また長嶺・鈴木(1964)が提示した方法で 2

部位の皮下脂肪厚(以下，皮脂厚と省略する) を

熟練した検者 1名が測定し乙れから体密度を推定

した後，。ω体脂肪率 (FAT)を求めω肥満度の指

標として採用した.また，乙れらの測定値につい

て平均値，標準偏差，尖度・歪度などの基本統計

量の算出を行い，また積率相関係数による相関行

列を求めたのちステップワイズ重回帰分析9) を実

施した.乙の場合，最適な重回帰式を得るために

赤池の「情報量規準Jなど変数選択について考慮

した最近の統計学の知見を援用した.

(2) 生活習慣に関する質問紙調査と関連要因の

検索;以上の手順応より個人の予測年齢がえられ

るが，予測された年齢(yi)と実際の暦年齢との差

(残差)を生理的老化の指標として扱う.すなわち

正の方向に著しくはずれた残差を有する個体はほ

かの同年齢の個体よりも老化が激しく，逆に負の

方向にある個体は生理的老化は低いとみなしうる

乙とになる.乙の老化度に関係する生活習慣など

を検索するため重回帰分析の対象になった被験者

のうち24名については以下に概略示すような質問

紙を配布.集合調査として回答を求め，各設問の

カテゴリーを水準に残差に対する一元配置分析を

実施した.

A.生活時間・行動について;①睡眠時間，②

睡眠の型.~)通勤時間.④通勤方法.⑤休日制度，

@平日の自由時間.①休日の自由時間，⑥TVの

視聴時間.@新聞雑誌の購読時間，⑩習いごと，

⑪娯楽活動，⑫家族でのレジャー活動.B.運動

実施について;①仕事で体を動かす程度，②最近

のスポーツ・運動.~)その l 回実施時間，①スポ

ーツ実施タイプ，⑤中学時代の運動，⑥高校時代

の運動，⑦大学時代の運動，③現在のクラブ所属，

C.食生活について;①朝食のタイプ.②動物性

食品の摂取量.~)脂っこいものの摂取，④野菜の

摂取.@果物の摂取.@甘いものの摂取，①塩辛

い物の摂取，⑨アルコール摂取量，③喫煙程度.

⑩コーヒーの飲む量，⑪欠食の程度，⑫間食・夜

食の程度.

結果と考疲

(1) 基本統計量と相関行列;表ー lKは従属変

数(暦年齢)を含めて各測定値の基本統計量を示す.

Table-l : Descriptive statistics. <males，N= 148) 

Variable Unit Mean* SD* Min.* Max.* Skew. Kurt. 

SABgP e mym eaHrg s 44.6 8.邸 28.0 68. 0 0.49 0.54 
127.9 14.2 96.0 180.0 0.40 0.48 

DBP mmHg 83. 1 11. 9 58.0 122.0 0.55 0.38 
HR beatsl min 68.7 9.5 48.0 105.0 0.67 O. 75 
GRIP kkg g 44.1 6.6 27.0 60.0 O. 10 -0.47 
BACK 113.9 21. 7 57.0 163.0 -0.22 -0.06 
BALANCE sec. 42. 7 34.1 4.0 131. 0 1.∞ -0.43 
FLEX cm 4.0 7.5 -17.0 17.0 -0.60 -0.43 
VITAL cc 3506.1 720.7 15∞.0 5160.0 -0.26 -0.21 
MAP mil k% g 34.80 4.86 24.0 51. 0 0.39 -0.22 
FAT 16.14 3.82 9.50 31. 80 0.62 -0.91 

((CODE)) 
SBP=systolic blood pressure; DBP=diastolic blood pressure; HR=heart rate at rest ; GRIP= 
grip strength; BACK=back strength ; BALANCE=single-foot standing with eyes closed; 
FLEX= standing trunk flexion; VIT AL= vital capacity ; MAP=maximum oxygen intake ; FAT 
= %body fat 
* One more digit of each value was added to valid digiL 
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Table -2 : Correlation coefficients matrix. (males， N = 148) 

① ② ③ ① ① 
① Age 
② S8P 221 

@③ ③ ⑥ ① ③ D8P 

1伺 7沼
HR 008 226 286 
GRIP -364 -094 107 -014 
8ACK -476 -021 ∞o 一057 部6
8ALANCE -241 -223 -106 078 079 
FLEX 一084 018 054 029 059 

② VITAL -342 -032 -159 072 423 
⑩ MAP -412 -197 -.;185 -229 205 
⑪ FAT -053 131 152 一124 -094 

decimals omitted. 

被験者の平均年齢は44.6歳(SD=土8.85歳).独立

変数のうちで特に尖度が大なるものは8ALANCE.

歪度が大なるものはSBPであるが，有意に大きい

ものではない.表-2は従属変数を含めた各測定

値聞の相関係数を示したものである.回帰係数が

わずかの標本変動によって不安定となる多重共線

性の手掛りには①相関行列から得られる固有値に

0.01以下のものが存在する場合や②固有値の逆数

和が変数個数の 5倍を越える場合が考えられるヂ}

乙の相関行列から求めた最小固有値は0.325.固有

値の逆数和は 12.43となり，一応，多重共線性は考

慮しなくてもよい乙とになるが.10変数すべてを

対象にした場合であり最良重回帰式が選択された

後にさらに検討する必要がある.

(2) 重回帰分析;一般にp個の独立変数がえら

れた場合，予測のための方程式の個数は 2T- 1個

に昇る.本研究の場合 210
_ 1 = 1023個が存在する

乙とになる.これらを逐一検討していく乙との合

理性はないし.仮に童相関係数Rに依拠すればす

べての独立変数からなる重回帰式が最良なものに

なる.と乙ろで赤池による「ある情報量規準AIC

(An lnformation Criterion)Jは「安定度」と

「偏り Jを妥協させたモデル選択の基準でありで〉

基本的には Kullback-Leibler情報量に基づ.き次式

によって定義される1>，2)・36)，31)

AIC=一2LOG(モデルの最大尤度)+2(自由度)

乙乙ではステップワイズに変数を増加させ合計

10本の重回帰式を求めそれぞ.れについてAIC，Cp 

⑥ ⑦ ③ @ ⑩ ⑪ 

142 
120 l幻
190 240 096 
235 2臼 203 223 
ωo -180 -200 -200 -153 

Table-3: Entered/ removed variables at each 
step of forward stepwise regression 
and the changes of criteria for vari-
able selection.(males，N= 148) 

VARIABLES R R* Cp AIC Schwarz 
一

+8ACK .2262 .2209 36.240 1350.17 1351.17 

+MAP .3213 .3119 15.849 1332.76 1334.26 

+VITAL .3621 .3488 8.234 1325.58 1327.58 

+S8P .3860 .3回8 4.628 1321.95 1324.45 

+FAT .4018 .3807 2.叩o 1320.ω1323.08 

+HR .4157 .3908 1.626 1318.61 1322.10 

+8ALANCE .4171 .3880 3.291 1320.25 1324.24 

+D8P .4179 .3844 5.1ω1322.05 1326.54 

+FLEX .4181 .3802 7.056 1324.∞1328.98 

+GRIP .4183 .3759 9.010 1325.95 1331.43 

などの統計量を求めた.乙れを概説したのが表-

3であり，①8ACK→②MAP-→③VITAL→①

S8ト+③FAT→⑥HR→⑦8ALANCE→①D8P-→

③FLEX-⑩ GRIPのJI.買で・変数が投入されていった.

ただし乙れらのFENTER. REMOVE値を求め

た結果.2.0を満足したのは第 6ステップまでであ

り，一般的な見解によれば乙乙でAIC最小値，

MAICE(Minimum AIC Estimate)が達成されて

いる乙とになる.第 7ステップで投入された変数

(8ALANCE)のF値は 0.81と明らかに低い値を示

しており，乙の点からも第 6ステップまでで有意

な変数の投入が終了していると考えられる.ステ

ップごとに AICを算出した結果，表-3のように

S8P. HR. 8ACK. VITAL. MAP. FATの6変

数からなる重回帰式がMAICEを達成する乙とに
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なった.また表ー 3に併記した Cp統計量，自由度

調整後の重相関係数(R*)によって最もあてはまり

度が優れているのは MAICEを達成したものと同

ーの重回帰式であった.一般に R*は変数選択に

ついて比較的多くの変数を採択してしまう甘い基

準である乙と .Cpは逆に少数の変数組からなるも

のを最良と評価しがちである乙とが指摘されてい

る初・釦が，標本数が比較的大なる場合には乙の傾

向に変化がみられた.乙の結果，以下に示す 6変

数からなる重回帰式を乙乙での年齢予測式として

考えたい. y = 87.34 + .1226xSBPー.117xHR-

.1439xBACK一.00276xVITAL -.5322xMAP-

3.0 + 

2.5 + 

2.0 + 

1.5 + 

1.0 + 

• *.  
* • 

合*

.354xFAT.乙の式の童相関係数は0.6447，寄与率

は41.6%であった.

(3) 重回帰式の信頼性と妥当性の検討;先行研

究での寄与率はおおむね50から80%程度の範囲に

あり，本研究の場合，それは高々 42%程度しかな

いので年齢を予測する上では必ずしも十分なもの

とはいえない.乙の点について.たとえば古川

(1976)は生理機能変数の2次項を導入すると 1次

• 
* • 

'借

合

* 
合 *

* • 

• • • * * • 
* ** * • • 合** * * 

'" • *** * 
0.5 + *..* • *・. . 

* • *. •• * 
STDRES I • * *.*.* * • 

*禽* *会* . * * * * 
0.0 +ーーーーーーーーーーーーー*.ーーー*ーーーー*ー*ーーーーーーーーーーー*ーーー*ーーー*ーー*ーーーーーーーーーーーーーー・

*.  *.* • • 
• • • * 

* • 
-0.5 + * * • * 合 * * * 

* * • 合

* • • 
* * • -1.0 + * * ** * 

* 
* 合* 合

会 合 • * 
-1.5 + * * * 

* * 
* 合

* 会 * 
-2.0 + * 

* 合

* 
-2.5 + 

-3.0 + 
ー+ーーーーーーーーー+ーーーーーーーーー+ーーーーーーーーー+ーーーーーーーーー+ーーーーーーーーー+ーーーーーーーーー+ーー・
30 35 40 45 50 55 60 

PRED 

Fig.l :Plotting of predicted age(=PREO) to standard rt>Siduals(=STORES). 

・一一-.:! observations. 



62 九州体育学研究第 2巻第 1号昭和63年 3月

項のみによる重回帰式と比較して土 1歳の精度上

昇があった乙とを報告14)しており，乙れは単なる

変数培加だけによるものとは考えられない.また

加齢研究では平均観察だけでなく極値を観察する

乙とが重要であると指摘されている 19)乙のような

新変数の設定・追加などを通じて予測式の精度上

昇を図る乙とが必要である.ただし重相関係数そ

のものが自由度にしたがう確率変数であり，本来

は重回帰式から観察された残差分析と相まってそ

の使命を達成するはずのものである.乙の重回帰

式の残差の標準偏差は 6.77.尖度一.204.歪度一

.163となり.特に異常と考えられる値は存在しな

いようである.図 1は標準化残差と予測年齢で構

成される座擦の変動パターンである.乙の標準化

残差はゼロを中心にほぼ円形に分布し不規則な変

動を示しているので・特徴的な変動パターンの検出
3)，7)，10)，28) 

は認められない乙とになる .信頼性確認の

もう一つの方法は多重共線性の有無を検証する乙

とである.採択された独立変数間相関行列 (6X6)

の固有値を算出したと乙ろ，最小固有値え min=

.620. 固有値の逆数和~1/li= 13.64であり多重共

線性の基準36)を満足する乙とはないと考えられる.

以上から残差に関した問題点、は一応，否定された

乙とになる.

次にえられた重回帰式の妥当性について検討し

た.最良な予測モデルとして考えられる重回帰式

での標準化偏回帰係数(β)は.BACK=一0.354.

MAP=-0.292. VITAL=一0.225.SBP=一0.197.

FAT=一0.153，HR=一0.126となり，この順で説

明に寄与している乙とがわかる.つまり背筋力に

代表される大筋の筋力.体脂肪率など体格と関連

した体組成.肺活量や最大酸素摂取量・安静時心

拍数・収縮期血圧などを反映した呼吸循讃機能を

総合したものとして生理的年齢を考えねばならな

い乙とになり，動的な健康度(dynamichealth r) 
と密接な関係をもっと考えられる.乙れら有意な

独立変数のうち SBPのみ符号(β)が正となり，他

の変数はいずれも負である.SBPについては日本

人を含めた工業先進国では青年期から老年期まで

の培加が指摘されている26)・や BACK，VITALも青

年期をピークに緩やかな線型の低下傾向を観測で

きる3Z)，仰・や FATは一般的な例として昭和62年版

「国民栄養の現状Jの皮下脂肪厚をみると男子の

場合.20歳代から40歳代まではかなりの増大を示

し印歳代以降ω歳代まではわずかに減少傾向にあ.

り.VITAL. BACKなどに比較すれば加齢による

増減の傾向は顕著でないといえる.安静時心拍数

<HR)に関しては負の係数値(めがえられたが，乙

れは20歳から羽歳代まで・の心拍数はほとんど変化

がなく .40歳から59歳までの聞に 2.......3拍の低下

があり .ω歳以降では着実に低下することが認め

られていぷ1)踏み台昇降を利用した間接法で推定

した最大酸素摂取量(MAP)はMargariaet aLの

提唱した方法m によるものである.すなわち最高

心拍数を年齢の関数としてあらかじめ設定してお

き. 2段階の負荷に伴った心拍数の変動を手掛か

りに求めた.したがって暦年齢とは当初から従属

的な関係をもっているので寄与の高さは当然なも

のである.以上の係数符号などを考慮し加齢変化

と対応させる各変数の係数符号にも問題がなく，

一方では循環器や筋肉骨格系疾患の有病率が過去

30年間に飛躍的に増加している乙とを併せると健

康指標としても興味のある変数が選択された乙と

になろう.有意な変数としては採択されなかった

変数のうち DBPを除く FLEX.GRIP， BALANCE 

は一般体力テストとしてよく実施されているもの

である. FLEXなどの場合，年齢による低下以上

に出生コホー卜による低下が大である乙とが関係

していると考える乙ともできる.女子の場合は有

効な変数として採択されていたぬので，平衡機飽，

柔軟性などは女性の老化を男性の場合と特徴づけ

る変数とみなすべきかも知れない.つまり本研究

による限り.運動機能は男性の年齢評価に関し.

その重要度は多少，低いものと考える乙ともでき

るが，今後検討を要すると乙ろである. DBPにつ

いては SBP'L比べ年齢変化がそれほど顕著ではな

いと一般には観察されている紛し，乙れまでのモ

デルでも採択されてきていない.

(4) 生理的老化度に関連する生活習慣要因;重

回帰分析の対象となった 148名のうち 24名につい
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ては運動の習慣，食事の傾向など.を質問紙法によ

って回答させ，また個人ごとの老化の指標を得て

いる.したがって老化度，もしくは若さ度に関係

する要因を明らかにするために残差を従属変数と

し生活習慣を要因とする分散分析法を行う乙とが

可能である.ただし対象となるものの残蓋呼均は

1.42，標準偏差は 7.67であって多少なりとも老化

が進行している集団ともいえる.有意水準は P<

.10とし ，P<.05以下の場合には群問の差異を明ら

かにするために Duncanテストを用いた.表-4

は乙の結果をまとめたものであり通勤方法，平日

の自由時間，娯楽活動，ど飯の量，野菜の摂取量.

中学時代のスポーツ経験，けい乙ごとなどの要因

で有意な差を認める乙とができた.つまり「通勤

63 

方法」では乗り物利用者よりも徒歩または自転者

利用の者， r野菜」をあまり食べない者よりもよ

く食べる者， r喫煙Jでは 10本以下であまり吸わ

ない者がそれぞれ若く評定された.乙れらは一般

にいわれる生活習慣.とりわけ健康度を保つ上で‘

積極的な効果を持つ要因で・あったり.逆に成人病

と総称される疾患の危険因子としても考えられて

いる.

と乙ろで先行研究において総合的な予測年齢な

どから求められた老化度と関連要因の検討結果を

まとめるとつぎのようになる.佐々木ほか紛は血

圧値や血液生化学検査結果をもとに年齢予測を行

い，肝臓障害や糖尿病などの有病者は実際の年齢

よりも6，7歳程度老化していると報告している.古

TabJe-4: Analysis of variance of residuals for life-style factors. ( ) number of cases. 

C 4通勤方法

F = 4.30 

①ほとんど乗り物 ②乗り物と歩き
4.16土 6.95 - 1.28土 2.92

(17) (3) 

ω徒歩または自転車
-6.91士3.63

(3) 

‘ーーーーー..._-----_.........----_..----------_..._--ー-・

C6平日の自由時間 ① 3時間未満
4.51土 7.88

F = 3.15 (11) 

③ 3........5時間未満 ② 3........4時間未満 ① 5時間以上
3.30土 7.59 -0.50土 5.08 - 10.62土 2.02

(3) (8) (2) 

と

の

ツ

ご

一

動

代

一

乙

一

活

時

ポ

い
同
一
楽
河
一
学
ス
u
H

け

a
一
娯

Z
一中

a

ω

=

一

日

=

一

日

=

C

F

一
C

F

一
D

F

②月 1........ 2回
6.87土1.05

(2) 

①していない
3.52土 7.70

(16) 

②時々する
4.46土 6.50

( (7) 

④週 1回
-4.39土 6.21

(6) 

①あまりしない
-1.96土 5.88

(12) 

②かなりした ④あまりしなかった ①積極的にした
7.56土 6.30 0.83土 7.20 -0.91土 5.03

(6) (7) (8) 

@ょくする
5.30土 10.54

(5) 

D8一日のご飯の量 ② 3........4杯
4.62土 7.17

(14) 日
一
菜

a
一野

=
一
幻

F
一
D ③あまり食べない

14.60土 0.82
(2) 

⑤ 21本以上
8.11土 7.07

(5) 

F = 6.03 

D11喫煙

F=  

QJi 1 ...... 2杯
一2.90土 6.18

(7) 

① 5杯以上
-3.37土 7.56

(3) 

②かなり食べる ①非常に食べる
0.95土 6.62 -7.03士5.13

(20) (2) 

②すわない/やめた ① 10本以内
1.057士7.30 -3.18土 7.30

(15) (4) 

Note : These factors were significant at T <.10 by analysis of variance. 
Underline (←……う meansthe same group at 5% level(decided by Duncan's Test.) 
Figures are means土sdof residuals(years of age)of members. 
The frequencies of each category are showed in the paretheses. 
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川ほかの研究14)では血圧値，肺活量，腎機能，振

動感覚，眼の調節能などによる予測年齢は高血圧

者，動脈硬化症群で高くなった乙となどが明らか

にされている. Webster et al.紛は健康状態の優れ

ている者は病気がちな者に比べ老化の進行が遅い

乙とをみいだし， Borkan et al. 5)・6)は肺機能，血

液生化学.知覚運動機能などのプロフイールから

みて CMI低値・非スポーツマン群は知覚運動機能

で劣り生物学的年齢が高くなるとしている.また

中村ほか29)，ま体力テストや呼吸循讃系機能テスト

を用い，テニストレーニング群の予測年齢は全体

よりも平均 3歳低い乙とを報告し，下方ほか38)は

生理・運動機能テストによると役職者や非喫煙者

の老化度が低く，食事が規則的で質量ともに適切

な場合も老化度が低くなった乙とを指摘している.

乙れらの研究からは「日常のスポーツ活動Jt r適
切な栄養J，r非喫煙jなど一般にいわれる生活規

範が適切な群は暦年齢より若く評価され.職種

(役職者・活動量)やアルコールの量，あるいは自

覚的な健康度の相違によっても生物学的な老化度.

体力年齢などは影響を受けると考えられる乙とに

なる.柄沢ほかによると日常生活機能と精神機能

の優れた老人は近代的食生活になじみ.肉魚緑黄

色野菜・牛乳の摂取率が高かった乙と，および

ADL (Activities of Daily Life)で終始活性を維持

している老人は良好な栄養にある乙となどが指摘

されているzzj鎮野ほかは老人ホーム在住者でホー

ム内での補助的業務(アルバイト)に携わったもの

の死亡率が低い乙とを分析しているが， r体を動

かし続ける乙とが原因で早老早死が防げる」とい

う魅力的な仮説も生理的年齢の若さの上に気力・

体力があって死亡率が低いのかもしれず因果関係

を論証する乙とは難しいとしているmし，榊原は

生理的年齢の差は生活環境や遺伝的体質によって
34) 

も左右されると述べている.一方，有意であった

要因のうち平日の自由時間ではそれが「多いJ者

の残差が小さく.けい乙ごとも多く，平日の自由

時間も多い場合なども含めて相対的に若く評価さ

れる乙とになった.乙れらの要因に共通するのは

いずれも高齢者の該当項目であるという点で・ある.

乙れに対処するために残差よりも予測年齢と暦年

齢の比によって老化度を知ろうとする研究もあ♂》

乙うした点を総合すれば残差分散分析が有意であ

るからといって直接に因果関係を認める乙とは必

ずしも妥当ではなく.たとえば制御変数として暦

年齢そのものを取り入れた共分散分析などの適用

も有効であるのかもしれない.

実験老年学の任務は老化の正体は何であるのか，

老化の速度を変えられるのかという点にもある?

すでに述べたように乙うした総合的な年齢指標の

作成は量的・質的に優れたものがあるが，乙れに

関係する要因効果の検証あるいは関連要因の選択

という面では不十分であるといわざるをえない.

本研究では人間の生理的機能を総合した老化度の

適切な評価および病理的老化をいかに抑制してい

くのかという「老化制御J研究の端緒を試みたが，

先行研究との統合をもってしでも.いわゆる「生

活規範l8)とか貯離れたものは見出せないと結論

できる.赤池は「統計モデルが優れた研究者の心

理的活動を通じて実現された統計的情報処理の経

験の客観的記述jであり，また人聞がデータに期

待するものは常に深化し，新しい視点、は新しいモ

デルを要求すると述べているお.乙の意味で，提示

した制御要因は一つの検証にかけられる必要があ

ろう.たとえば栄養摂取に関しては質問紙法から

食糧秤量法への変更や動物実験による検証が考え

られ，ほかの項目についても面接法や行動記録法

の採用など信頼度を高めるためのさまざまの課題

が存在するはずである.

要 約

年齢28歳から68歳までの148名の男子(平均年齢

44.6土 8.邸歳)を対象に生理的な老化度の総合指

標をえるための重回帰式の作成を行い.乙れをも

とに老化度に関連する生活形態因子を検索しよう

とした.その結果は以下のようにまとめられる.

1) 独立変数としてSBPQ収縮期血圧)， DBP (拡

張期の血圧)， HR (安静時の心拍数)， MAP(最

大酸素摂取量)， VITAL (肺活量)， GRIP (握力)，

BACK(背筋力)， FLEX (立位体前屈柔軟度).
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FAT(体脂肪率).BALANCE (閉眼片足立ち)

を用い.最適な変数組の重回帰式をえるために

AICを利用した.

2) その結果，以下の式が選択され R=.6447.寄

与率は41.6%と必ずしも十分なものではないが.

残差分析を行った結果では問題点は見出せない

ようであった.

タ=87.34 + .1226 xSBP-.117 xHR一.1439xB 

ACK-.∞幻6xVITAL-.5322 xMAP-.354 xFAT 

3) 乙の重回帰式からえられた残差を老化度の指

擦とみなし.24名の被験者が回答した生活形態

因子を要因に一元配置分散分析を実施した結果，

通勤方法，中学時代のスポーツ経験，野菜の摂

取量，平日自由時間の多少，けい乙ごとの有無，

娯楽活動，喫煙，一日のご飯の量などで有意な

差を認める乙とができた.

《付記》本研究は九州大学特定研究「生活形態と健康度

に関する総合的研究」として実施されたものの一部であ

る.データ収集l乙は九州大学健康科学センターの全スタ

ッフが参画し共同で研究に当った.いうまでもなく乙の

データはスタッフ共有のものであり，研究に携わられた

皆さんに深甚なる謝意を表すものである.本研究の要旨

は第42回日本体力医学会で報告した.
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〈学会通信〉

事務局

1 .九州体育学会昭和62年度総会報告

九州体育学会第36回大会

ユ

日時:昭和62年11月8日 11 : 00 ...... 12: 00 

場所:大分大学第 2大講義室

。挨拶 学会会長

。挨拶 第36回大会会長

〈報告事項〉

(1) 昭和61年度事業報告

健山彦三郎

志賀史光

67 

ト10.4.MARCH 1988 

ス

九州体育学会

昭和61年度事業報告が田口正公庶務担当理事， 山本勝昭研究担当理事，北原滋夫会計担当理事より

なされ承認された.

(2) 昭和61年度決算・監査報告

北原滋夫会計担当理事から決算報告があり，引き続き石橋監事より監査報告があり承認された.…

(資料 1) 

(3) その他

① 事務局新スタッフの紹介

進藤宗洋理事長より「九州体育学会40周年記念誌出版プロジェクト」担当として，新らたに米沢

利広，松尾哲矢両幹事が加わった富報告があった

〈協議事項〉

(1) 昭和62年度事業計画について

田口正公庶務担当理事より昭和62年度事業内容について説明があり，一部「九州体育学研究と抄録

について Jの審議課題について山本勝昭研究理事より補足説明があった.

(2) 九州体育学会40周年記念誌出版プロジェクトについて進藤宗洋理事長より「九州体育学会40周年記

念誌」出版までの業務予定が説明され，業務を円滑に遂行するために学会事務局から独立した r40年

のあゆみのプロジェクトチーム」を設立する旨が報告され，乙のチームの担当として田中宏暁主任幹

事，米沢利広，松尾哲矢両幹事があたる乙とになった.

。近藤衛委員長の挨拶
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(3) 第37回大会当番大学及び開催日程について

佐賀大学の磯谷先生より第37回大会を佐賀大学で開催する旨報告があり，承認された.文，第38回

大会についても覚書に従って長崎県にて開催する乙との内諾を頂いた旨報告があった.

(4) 昭和62年度予算案について

会計理事の北原先生より昭和62年上半期の決算と下半期予算について報告があり，その旨承認され

た・H ・..(資料2) 

刷新入会員の紹介

進藤宗洋理事長より新入会員の紹介が行なわれた.
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第 36回 大会会長挨拶

大分大学学長志賀史光

おはようございます.ただいまご紹介に預かりました，大分大学学長志賀でございます.本日乙のよう

に盛大に乙の学会が催された乙とを心からお慶び申し上げます.

ご承知の通り体育というのは，乙れは知育や徳育と並んで教育の最も重要な柱のひとつでございます.

それで，先般発表されました臨教審の答申の中に盛られております教育目標を見ますと，まず第 1番目に

“広い心，健やかなからだ，豊かな創造力"というのが揚げられております 健やかなからだを作るため

の体育というものは，乙れは戦前からも非常に重要視されてきた乙とでございますし，戦後ますます乙の

体育の教育に及ぼす重要さというものが広く認められてきたことであると思います。健全な人間の育成と

文化の形成のうえに体育はなくてはならないものであろうかと思います.そういう意味で，戦後の教育改

革の際にいち早く高等教育の中氏体育が必修科目として取り込まれてまいりましたのも当然の乙とであろ

うとかと思います.

と乙ろで，本日の乙の学会が本年で36回を迎えたと聞き及んでおりますが. 36回と申しますと第 1回は

逆算いたしまして昭和27年になると思います，昭和27年は戦後の教育改革，新制大学の発足の間もない頃

でございますし，それと同時にその時代はかなり戦後の色が色濃く残っておってまだ混乱期であったかと

思います.そういう時代に乙ういう学会を組織された乙とに私は大きな感銘を覚えます.それとともにそ

の当時の先輩の方々が乙ういう学会を組織して今後の日本の青少年の健全育成に資してゆかなければなら

ないという使命感に燃えられた結果であったろうかと思います.今日まで36年の長い間でございますけれ

ども多くの方々が乙ういう学会で意見を発表され討論を交わされてその都度業績が積み重ねられて今日に

至っておると思うわけで，乙の学会の持つ意義と申しますか本学会の権威そういうものがますます深めら

れて今日に至っていると私は推測いたします.そして，今申しました土台の上K培われた乙の学会がます

ます今後とも密度の高いものと評価され，人々のために大きな力を発揮されていく乙とを合わせて願うも

のでございます.

昨日，本学会のプログラムを拝見させていただきますと昨日から本日にかけて 5つの専門分科会とそれ

から 4つのコースに分かれた一般発表44演題がプログラムに記されておりました.そのプログラムを見て

みますとただ単に競技やスポーツに関するものだけでなくて人間の生理あるいは保健，更にはハンデイキ

ャップを背負った人たちの体育等についても発表がなされております.乙ういうふうに体育を広範囲にと

らえて，その中から将来の体育の在り方を求めて行乙うという姿勢に私は大きな感動を覚えます.私の経

験した戦前の体育とはスポーツやラジオ体操，器械体操ぐらいしかなかったのですけれども人間の機能を

広く一般的Kとらえて，そしていわゆる調和のとれた，均整のとれた人間のからだを作ってい乙うという

姿勢が見受けられて目を開かされた感じがいたします.そういう意味でどうか本日の成果を教育の現場に

お持ち帰り頂きまして将来の背少年の健全な育成に貢献される乙とを切望いたしまして私の挨拶とさせて

いただきます.
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<40年のあゆみ編集委員長挨拶>

九州体育学会40年記念誌
編集委員会の発足にあたって

近 藤 衛

(福岡教育大学名誉教授)

第 l回の九州体育学会が聞かれたのは，昭和27年(1952年)3月12日ですから，あれから36年の歳月が

流れた乙とになります.早春のまだ肌寒い目だったように思いますが，九州大学医学部の 1教室をお借り

して閲かれた大会は，参加者も30人ほど，発表演題も10題足らずのミニ学会だったと記憶します.まだ20

歳代だった私も登壇させて頂きましたので，今も忘れがたい思い出の学会です.

それにつけても，その学会設立のため吃努力されました，故岡部平太先生はじめ，多くの体育関係諸先

輩の御苦労は，たいへん大きかったと思います.また体育学会成立のためには，先行科学の医学関係から，

初代会長を引き受けて頂いた，故小野寺直助先生などの温かい御援助があったのでありまして，乙れらの

諸先達の方々に対して，私たち学会員は，今後も深い感謝と敬意を忘れてはならないと思うのであります.

九州体育学会設立に先立つ乙と 3年.昭和24年U:，戦後の学制改革による新制大学は発足しました.乙

の時から，わが国では初めて高等教育の中K，保健体育は一般教育の必修科目として位置づけられまし

た.しかしながら，やっと明治以来の体操時代を脱したばかりの体育は，数千年数百年の長い歴史を経て，

個有の研究対象と方法を持って発展し，大学を発展させてきた他の諸科学の中では，どうしても異質の存

在とされたのも，またやむを得ない乙とでした.

今日，私たちが何の抵抗もなく使用している体育学という乙とばも，当時は，一般社会ではもとより，

大学内ですら通用するものではありませんでした.それだけに，一日も早く体育に関する研究業績を集積

して，いつの自にか，体育学を科学の中に一つの領域として確立したいというのは，当時の心ある体育関

係者の悲願だったのであります.

そのためには，まずどうしても自分たちの学会を持たねばならぬ，という思いが結集して，やっと漕ぎ

つけたのが昭和25年の日本体育学会の設立であり，昭和27年の乙の九州体育学会の設立だったのでありま

す.それだけに学会発足当時の私-たち会員の喜びは大きく，今の若い研究者の皆さんには想像もつかな

いかもしれませんが，学会は一種の熱気に包まれておりました

その後，私たちの乙の学会も，年を追うごとに会員数や発表演題数も増加し，また研究内容も多様化細

分化し，そのレベルも向上して，昭和54年(1979年)には，専門分科会も発足するなど，学会は組織機構

の面からも整備充実されて発展してまいりました.

私たち編集委員は，今回の記念誌を， 40年間の，九州における体育学研究の動向を概観できる内容とし

たいと考えております.そして，それは単なる事実経過の記録だけでなく，学会設立の当初から今日まで

の，その時どきの会員が学会によせた熱意や期待，あるいは苦労話や失敗談など，できるだけ巾広い内容

について多くのものを集録し，会員の親しみやすい内容のものにしたいと考えています.

時あたかも大学の保健体育について，大きな変革が予想される時代でもあります.私たちの学会の乙れ

までの40年が，今後の10年， 20年とどうかかわってゆくのか.それは会員各自の，現在と今後の活動が決

定するものであります.乙の時期に学会創設から今日までをふり返ってみることも，意義のある乙とと
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思います.

私たち編集委員は，今回の記念誌が，本学会の一層の躍進につながるものである乙とを念頭において，

作業を進めたいと考えていますが，乙の仕事は少数の委員だけでは到底なしうるものではありません.と

くに目下努力を続けております学会初期の頃の資料収集につきましては，各県の会員の皆様に格段の御

協力をお願いいたします.また，その他の乙とにつきましでも，多くの会員諸氏の御意見をお寄せ頂いて，

充実した内容の記念誌にしたいと思っております.どうかよろしくお願いいたします.

2.昭和61年度会計決算報告

(1) 一般会計

自:昭和61年4月 1日

至:昭和62年 3月31日

項項
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200.000 大分大学(第36回大会)。
次年度早々。

66.310 

39.940 大会打合せ

52，920 

100，000 * 2万円 X5分科会

67.5叶[話器:一正印刷費叫

I r一編集委員 7名，幹事 2名(会議7回)

281.000 +ト査読8名

Il-英文校閲 1名

小計

1.451.562 

200，000 

240.000 

200.000 

150，000 

100.000 

60.000 

100.000 

70.000 

331. 562 

1.451.562 863.690 

適法にして適正である乙とを認めます.

昭和62年10月27日

監事石橋 保

吉川和利
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定期郵便貯金 527，000 I 1年利率 4.13%
ワードプロスッサー 1台| 日本体育学会第35回大会当番校(鹿児島大)より寄贈
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3.昭和62年度予算案及び中間決算報告
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。(第37回大会)
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134.660 I 体育学研究及び抄録発送費

116.800円
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。
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Ir日本学会への旅費補助

31. 300十|印刷費(事務局ニュース)
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18.000 
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2.440.004 
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4.昭和62年度九州体育学会事務局活動報告 (62年11月-63年2月〉

昭和62年11月7，8日 ・第36回九州体育学会

11月中旬 ・学会開催礼状発送一大分大学

・次回当番大学への打合せ会連絡-佐賀地区大学，専門分科会世話人，

体育連合理事長，大分大学代表者へ

11月24日

12月8日

12月19日

1月中旬

2月2日

2月 末

・第14回常任理事会

-第15回常任理事会

・次回当番大学との打合せ一佐賀大学

・会員名簿作成-チェックリスト発送

.第16回常任理事会

・日本体育学会地区別評議員選出の依頼

.会員名簿作成印刷

・事務局ニュース編集

5.九州体育学会編集委員会報告

昭和62年8月末日までに 6編が投稿された.それを受け，次の通りに編集委員会が開催された.

期 日 主 た る 議 題

73 

投稿原稿の受付け，原稿審査委員の決定，依頼超過ページの取り扱
第 1回 昭和62年10月19日

い，広告の件について

第2回 昭和62年12月 1日 審査状況の確認，投稿者への審査結果の連絡各役割分担

第3回 昭和62年12月21日 編集委員会

第4回 昭和63年3月22日 編集委員会(校正，その他)

第5回 昭和63年4月4日 最終編集委員会(最終校正.その他)

尚，薮内ふじ江編集委員が都合でやめられ，分科会の承認をうけて福岡教育大学の池田修先生が替っ

て編集委員に推薦された.

6.創立40周年事業r40年の歩みjについて

(1) 編集委員会の構成及び編集協力者について

編集委員に加えて，編集協力者を選出，協力を依頼することが決定され.編集委員及び事務局が次

のように変更された.

-編集委員

編集委員長 近藤 衛

副委員長 進藤宗洋

委 員 生田清衛門，阿部弘道，梶山彦三郎

佐々本稔，山本勝昭
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-事務局 田 中 宏 暁 ， 米 沢利広，松尾哲矢

・編集協力者 学会より数名をリストアップし，委嘱する.

(2) 編集委員会の開催と進行状況

本年度は，計 5回(第 1回:4月30日，第 2回:5月27日，第 3回:7月27日，第 4回:10月12日，

第 5回:12月4日)開催され，編集協力者の選出，資料収集状況の確認，具体的内容の検討等がなさ

れた.

(3) 事務局からのお願い

現在，資料の収集に全力をあげていますが，第 l回--3凪 7回. 9回の大会プログラムが，見あ

たりません，心あたりの方は事務局まで御一報ください.

7.第37回九州体育学会〈当番大学，佐賀大学〉ニュース

本回の学会は下記のように大学体育の危機に際して総合シンポジウムが特別に企画されています.乙

のため，事務局は当番大学にシンポジウムの主旨が充分達成され，より深く論議されるよう学会員が一

同に宿泊できる場所の設定をお願いしております.当番大学でも検討され. 4月末頃実施要項が発送さ

れる予定です.

8.総合シンポジウムについて

第36回大会(大分大学)時の総会で承認された「総合シンポジウム」の開催を受けて，当番大学，事

務局，各分科会，大学体育連合九州支部との打合せ会が行われ，乙のシンポジウムの内容とテーマが検

討された.最終的には，代表者会議で次のようなテーマと柱が決定された.

メインテーマ「大学体育の意味とその具現を考える J

O 特別講演 O基調報告

①体育学の論拠は何か. ②体育学の大学における具現化.

乙れらのテーマと内容について各専門分野の方がご登壇の予定.

9.専門分科会ニュース

0第 2分科会(事務局長崎大学)より 3月24日(木)10 : 00より九州大学健康科学センターで研究集

会を行う旨連絡があった.

0第37回大会(佐賀大学)では総合シンポジウムが予定されているので，スケジュールの都合で・分科

会シンポジウムは原則として行わないが，分科会の総会は予定通り行う.

10 .九州体育学会新入会員紹介

大 村 光 (鹿児島女子短大)

辻 浩 幸 (鹿屋体大)

平 博 員IJ (佐賀大)

梯 修 (鹿屋体大)

清 水 泰 博 (鹿児島大教育学部専攻科)

曽我部 健 一 (蔵之元小学校)一
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(大分県地域成人病検診センター)

(鹿屋体大)

(佐賀大学教育学部)

(佐賀大)

(佐伯市立彦陽中学校)

(九州大学健康科学センター)

(別府女子短大)

(大分大非常勤)

(福岡大)

(大分大)

(鹿児島市民体育館)

(鹿児島大学教育学部専攻科)

(鹿児島大学教養部)

(鹿児島大学教育学部)

(別府女子短大)

(琉球大学)

(西南女学院短大)

(大分県立芸術短大)

(福岡教員養成所)

(香蘭女子短大)

(鹿屋体大)

(鹿屋体大)
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...19 
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28名

11.各支部学会の活動

(1) 日本体育学会京都支部

京都体育学研究第 2巻

原著

吉田 瑞穂:創作ダンスに対して体育教師がいだく意識構造の計量分析

岸本裕行他:本態性高血圧症患者に対する定期的な身体運動の効果について……'"・H ・-・…… 9

東 隆暢:運動選手の血液性状に関する研究

一長距離ランナーの安静時の赤血球数について一

山田 知子:相撲の「弓取式 Jと散楽

日本体育学会広島支部

広島体育学研究第13巻

原著

橋原

1987. 2 

田

(2) 

孝博:胴体および上肢関節の静的屈曲力・伸展力からみた

バレーボールスパイク技術の検討

若林文子他:リズム形成のダイナミックス (N)

一自己ペース学習と強制ペース学習がリズムパターンの再生に及ぼす効果一……11

1987.3 
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上田 毅他:自由呼吸水泳と制限呼吸水泳における呼吸循環系の反応 …...・ H ・..………… 27

菊地 邦雄:等速性筋収縮からみたパワーの持久性に関する研究 ..，・ H ・.....・ H ・..…...・ H ・.. 37 

小村 他:水泳選手の身体適性に関する研究(n )……...・ H ・..……...・H ・..…...・ H ・..…… 47

資料

坂井 学:サッカー選手の競技動機に関する研究(2) …………...・H ・.....・H ・.....・H ・..…… 59

(3) 日本体育学会群馬支部

群馬保鎚体育学研究 第 7号 1987. 3 

原著

石崎忠利他:思春期前男子児童の身体活動水準に関する基礎的研究(第 1報)……......... 1 

神山雄一郎他:健康づくり教室におけるトレーニング効果 ……...・ H ・..…………………… 11 

指宿忠昭他:正課体育実技における車椅子スポーツの試み …...・ H ・.....・H ・..…...・H ・H ・H ・.. 25 

石崎忠利他:フリーキック応対する壁の作り方に関する実態調査 ..，・ H ・..…...・ H ・..……… 33

症例研究

近藤照彦他:サリドマイド胎芽病(phocomelia )の体力

一肺機能と有酸素作業能について・H ・-……....・H ・.....・ H ・-………'"・ H ・43

資 料

福地盤樹:矢島鐘二と体育実践

一大正期の群馬県師範学校卒業生調査より- …...・ H ・....・H ・H ・H ・...・ H ・-…. 51 

(4) 日本体育学会山陰支部

山陰体育学研究 第 3号 1987.10 

加藤朋子他:創作舞踊作品にみられる運動特性について・H ・H ・..…

佐分利育代:グループによる即興表現について

一聴覚障害児のダンス学習を対象として一 ………..，・ H ・-…...・ H ・..……… 9 

藤岡正春:岐路に立つ日本柔道第一報

一決まり技からみた現在の柔道一 …・・ H ・H ・....………....・ H ・...・H ・-………・ 17 

加藤 敏明:ボール投げ運動におけるスナップに関する研究

ープレスケールを用いた手掌面接球庄の測定一 …・……....・H ・...…・……. 23 

鹿田 誠一:ラット脊髄における速筋支配，遅筋支配運動

ニューロンの位置分布およびサイズについて ...・H ・.....・H ・..……...・ H ・..… 32

清水 克哉:ウォーミングアップが全身持久能力に及ぼす影響についての

実験的研究(その 1ト.................................................................... 44 

12.日本体育学会九州支部評議員の選出について

本年度は選出の年度で，学会本部の依頼を受け選出の依頼を各県別地域世話人民お願いする予定で・す.

3月末に結果が出る予定です.これは次号のニュースで・報告します.

13.九州体育学会新理事の選出について

本年度は改選の年度です.新しい会員名簿により県別理事選出を行います.地区別の世話人を通して

選出する予定です. (5月)よろしくど協力下さい.



学会通信

14.学会への新入会申し込み方法

A:九州体育学会へ入会する場合

1. 九州体育学会入会申込書

2. 4，000円(入会金1，000円:年会費3，000円)

3. 現金書留にて九州体育学会事務局へ郵送

B:九州体育学会及び日本体育学会の両方へ入会する場合

1. 九州体育学会入会申込書・日本体育学会申込書

2. 10，000円(九州=入会金1，000円:年会費3.000円と日本=入会金1，000円:年会費5.000円)

3. 現金書留にて九州体育学会事務局へ郵送

C:九州体育学会会員で日本体育学会へ入会する場合

1. 日本体育学会申込書

2. 6，000円(入会金1，000円:年金費5，000円)

3. 現金書留にて九州体育学会事務局ヘ郵送

注)・各申込書とも九州体育学会事務局にあります.ご請求ください.

・日本体育学会事務局へ直接郵送しでも受けつけてもらえません(支部事務局の承認が必要

です). 

15.九州体育学会，年度会費納入についてのお願い

77 

九州体育学会にのみ加入されている会員は.同封の郵便振替払込書に必要事項を明記の上， 63年度会

費あるいは，乙れまでの未納分を 5月末までに納入下さいますようお願い申し上げます. (注:日本体

育学会にも加入されている会員は r 17. 会費の自動引きおとし」項を参照)

16.九州体育学研究第3巻の原稿締切について現在1編が投稿されているが， 63年度の8月末固まで随時

受け付けるので多数のご投稿を願っている.

17.学会会費の自動引きおとしについて

学会会費の納付方法が自動引き落し制度!となりました.

日本体育学会と九州体育学会の双方に加盟している会員は必ず乙の方法に従って納付下さい.

4月中旬に日本体育学会からの正会員用カードとダイヤモンドファクター株式会社からの預金口座振

替依頼書が全会員に届きます.

会員として学会活動を希望される方は，どうぞ，所定の項目をご記入し，ご返送願います.

7月中に会員ご指定の預金口座から自動的に会費が引き落されます.

尚，脱会希望される方は，必ず前年度中に退会屈を日本体育学会本部事務局にご提出下さい.届出し

ない限り継続して会費が引き落されます.

九州体育学会だけに入会している方は従来通り現金書留で払込んで下さい.

18.体育学研究における研究者の倫理について〈案〉

日本体育学会第38回大会総会で， r体育学研究における研究者の倫理について(案)Jが本部理事会か

ら提案されました.乙れは体育学とその成果に立脚した職能の発展を図るためには不可欠の時宜を得た
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対応であると思われます.九州支部としては皆さんのご意見をとりまとめて反応したく思っていますの

で，下記の倫理について(案)と体育の科学第38巻第 2号(1988.2. )浅見俊雄氏の「体育・スポーツに

関わる研究者・指導者の倫理問題について」を熟読の上事務局宛お寄せ下さい.

近年，体育・スポーツに対する社会的，教育的関心が急速に高まるとともにその科学的研究に対す

る期待がますます培大している.他方，国内的にも国際的にも，生命の尊厳や人格の尊重，あるいは動

物愛護の観点、から，研究者の研究上の倫理にかかわる勧告や規定などが出されている.

こうしたとき，人闘を対象とする乙との多いわれわれ体育学の研究者は，研究の遂行に当たって，目

的の設定，計画の立案，方法の選択，被験者の選定，実験・調査の実施，成果の公表などのすべての過

程にわたって，人権の尊重と安全の確保を最優先し，かっ法に基づ‘いて研究が行なわれる乙とに十分の

配慮を払うべき乙とを改めて確認しなければならない.

また動物を対象とする研究においても，動物愛護の精神に基づいて，同様の倫理的配慮がなされなけ

ればならない.

社会的，教育的要請に応えて，体育学を一層発展させるために，われわれ体育学会会員は，乙の乙と

を個人として正しく認識し会員相互に徹底を図るとともに所属する機関や組織などにおいて，研究

上の倫理的指針の作成や審査機関の設置など，乙の問題に対する具体的対応をそれぞれの状況に応じて

進める乙とが緊急の課題であると考える.

なお，体育学の研究成果の応用される場である体育・スポーツの実銭に対しても，研究者，あるいは

指導者として，同様の倫理的配慮が十分になされている乙とを再確認する必要がある.
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全身反応時間測定装置 w一.
当装置は、中枢・末抗を含めた神経系に貨やされる時間(反応開始時間)と筋の

収縮に要した時間 (筋収縮時間)の二つを測定します。測定能力は T1 )反応開始

時間・ T 2)筋収縮時聞を個々に測定し、デジタル表示を行ないます。さらにT3)

全身反応時間 (T1とT2を合わせた時間)を測定し、それぞれの計測値 と平均値

を自動的にデジタ ル印字記録致します。
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即時スロ ーモーション再生

2台のカメラを使用 しての立体観察、

X、Yコーディヰーターによるデータ解析

など数多くの使いやすい機能をもっています。

奇

毎秒400コマの記録

1/50，000秒の高速シャッタ一

連続48分の記録

1/2VHSテープ使用
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骨骨震札 s 守

ビデオで、撮る人体運動解析システム
| ハイスピードビデオ附∞ ネホ.プザスMODEL-200A

守

回 nacinc. 

態ふ

na 
a
H
 

T
E
 

n
k
 

筋
四
阿F

3
 

2

mw n
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ハイスピードカメラのフィルムデータの他に

HSV-4∞のX、Yコーディヰータ ーのデータを解析

オベレーションは8カラー

ディスプレーとの対話方式

豊富なソフトであらゆるスポーツ解析が可能

シリアルプリンタで即座に相関グラフ等を作図、

またデジタJレプリント出力可

20M目、HDを採用、処理能力が向上 しました。

詳細は下記にお問い合せ下さい。
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〒8加斑児品市上荒出国T25-23
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Tll (0942}3.刷48
Tll(09団)44-29回
Tll (093)871-0725 
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m可能性の追求。
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画像性ô~，をすべてに優先
-1，}~i1(は吋社のH I'I にわたるみ外線校 H'iを

ベースに開発した l民111サーモグラフィ皆川

です.
作用(I~Jなシステム'&IU により刈l込プログ・ラム
での持附i品度分自』データ解析をはじめバ

ソコンyステム町山iJi怯ファイル処JlI[なιf守的
のオフ'ション!iiカ吋早;i(にわたってグレード

アッフ.i:urti1tにし士r.

.常に高い画像密度を約束する光学ズーム

を搭舷

圃カラー最大64色(モノクロ64借関)の鮮明

画憧

圃記憶後に中也、温度を変更て・きるポストプ

ロセYシンデ機能

事外線鯵断装置

サーモトレーサ
6T66 
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日孤電気三栄

lIoiJ.loI，!i'!'!I!;;i!大名114 45(渇池ビル}〒810
n092mS)8101叩

VffEデジタJv全自動身長体重計
34001-71 PHS-3G ￥ 2，500，000 

-1'1'1'. i'iの r11本人の肥満とやせのやJj.f;}.:{j に

J主づく 判定|ぇ分在、身長 ・体・nのi¥llJ定fll{とと

もにプリントアウ トできる身長i本市川 です。

-f'UJIJ、(1三備 を，i立花 して台の 1:.に来れば、1'1動

的に身長 体1ftを測定 して}，<"、 し、 プリント

アウトします。

・被験者ひと りでも 簡単に操作できるよう 測定

出iとカウンタを一体に組み込んでいます。

・人JJ(1三(1，出 6段附 (20-29成、30-39成、 40-

4 9 ';\1:、 50-5g，;~ 、 60段以 上)作引火 。

一一一体力を科学する 咽・....咽r-

AN zanrM-lCI' ・..・圃・・@
本 社'‘ω r..';k!oIi'I'I<J.I.の内 31"11 2 & 2 9リ

rEI. f，占川 (052)951-9251 (.Idl:l<) 

・・・ ? ・a闘R.*_ '1'114 !K ~u:1i ~n( 内， t;( 1 J 11 9網島 1'，' 吋y …<<TEL '<<11.剛引ト2:2: 2: 1川削
a・・V 大阪支 a 〒以okPi巾 <<1<iJ，川 JUL r 11 2:列島， '1 
• TEL kPi (06) 9 _， I -8 0¥ 5 5 (代叫

九 州 幽建断 〒812側関.Iillf多K附.駅前 41'/1351.7り
YA.GAMI .;札制凶伽2).171-1477 川削
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「動きを科学する」を テーマlニビ

デオ利用による定量解析システム

を実現LまLた。 高画質ビデオカ

セッ lレコ ーダ、ジェンロック機

能f苔載マイクロコンピュ ー 夕、解

析用ソフトプログラムにより、人

間・物体等の動きを記録、検出、

77イリング、演算処理、データ

出力を行います。 ビデ オの持つ、

O操作性、 0即時性、 O経済性、

O拡強性が十分発揮されたシステ

ム檎成です。

11μ，fo'"悶

三 友掠 式 会 事 主

九州出張所 循岡市中央区天神4-4-1天神4丁目ビル2F 〒810TEL.092(741)3566 

(ソニー放送機器・特機機器特約庖)

エントリーレベルの

日性能ワークステーション

技術と情報の
コミュニケーションシステム

づくりを目指して一一

VAXstation 3200・VAXstation3500 

低価格，ハイパフォーマンスを実現Y
- 世~; 蔀ー{立のミニコノビュ ー タメ カ . DEC社内えーハーミニコンν九¥ンリ ズ

fttz:z連l由iJft処思装置東芝製TOSP1X-L

・nLi主 人工知能データベース、!面開処理

九州電子機器サービス株式会社
福岡支庖 〆〒812福岡市梅多区博多駅前2丁目 19番27号(九勧リクル ト1専多ビル)

TEし(092)481-0055肘



生体現象を
8ch同時計測…明ZB-580G

マルチテレメータシステム WEB-5000
マルテテレメータンステムWEB-50001~、 l 台の

送信機で心電図、筋電図、限llit図、脳波など

の生体現象を最大 BチャネJレ伺時に苦手J線

gfj!町できます。

レコー夕、モニタ等を組み合わせれば

テレメータホリダラフとしてこ'1"

用いただけます。

送信機は測定項目が

自由に選べる

プラダイン式へ yドアンプ

測定条件を謹品表示する

8チャネル受悟機 ZR.5BOG

エレクトロニクスτf.1J/Jil1ニ倹敬する

lZ園圏罰
Eヨ~ラ唱t司E
日本光電九州株式会社
〒."調関所得多区岬多駅前37 15 

n092('")2163 

企画から印刷まであらゆる情報を提供しご要望にお応えします

ワープロ→電子組版→出版物印刷

写真製版 →各種美術オフセット印刷

城島印刷有限会社
干810福岡市中央区白金2丁目9-6

TEL 092-531 ワ102刊

FAX 092-524-4411 



!~~動中指データ合~壁dニ収集するイゲ i 
!記信機彪e館えた無線心掛レ』ニルグシステム。 r

スポーヅテスター
PE，・8000
トレーニングシステム
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bっと辺f<、 もっと高 <. (，っと鋭<.lil!.，，:を似めて L な お、 より~:l上のものlこWIIえ

する。それがスポーツの~JJ て"あ り限州I~，であ り 、だからこそ宰くの飢J~とを魅了する

f"t大な力を ~Ulliする。そのtwu:にiなれる怖かむ愛と俊しさがあればこそ.国tIí: (，言葉

も越えてすべての人の感illJJを誘うのだ。プレ--jる者(，IJUKiJ.それぞれが口7 ンを

'/<め、情熱を~Il リ立てらitて L 、る一一一。セノ ーはそんなスポーッを変し、と bにチャ

レ ンジする紛糾lを L って、 今 日 L たゆまぬ55力をおLけます。 'r: jl; に 未*'を見つめる \'1~

頼のブランドヘ 11げよの注目を集めるヒノーです。

GSenoh@ 
福岡支庖・福岡市中央区天神2丁目自番38号 l晶平日ビル干810
電話(092)77卜3568FAX (092) 715-0862 
蝕1，~，1lí/if郎 ・ fU1UU，li.仙台支出 削 1il!1.古川~ . !I~同点王山正目玉山

繍浜支出。名古血 Ji~~ • 大匝'Ii応 M附 :.:iÆ ・ 14 王宮 2昼前 ー三 多'1曾 ~局

神戸営築所広助官業所・怯戸工場:1川工場



レック‘パワー
品事仲庭ノずワーを即座に去す算表示.ノ

レツタノぞワーは、実際のスポーツJ))ilfli1:1..Jじ

多Il¥Ji市五BlJにおけるl闘lil]'担当ノごワーの

，FI'fi闘を行い、 動作'1'における平均

パワ を即座にi!iiX?・表示する装抗

です。 illlJT出IJ静]1により[ilJイ乍

開始11，] のi:ni~院が少な〈、

しかも時位盗事うのため

安定した等iftlーが~~:: lつ れ.
測定Ih¥のfii険性はほとんど

ありまぜん。

.，崎宜墨膚t田圃.，守制司圃陣. ，冨且 ら‘ l量制

t附

ノバ
〈仕様〉

ペダJHJlIJ連麿 O.Z-t.Om/sec(任意可変)

最大 潤 定荷量 500匂f ~1 00:抽

ペダルストローク 咽79日嗣

[メJ潤定 値袈示。-9999¥'1 (平均パワー) ， l陶

表示形式 4ffjLED袈示

明電 源 ACIOQV-<.tO% 50/60Hz 

消費電力 15'11

寸 O.! 0.<・‘ 0.，。 0.: 0' 060.8 1.0 3圭 .的 714(W)x 1875(L) x692.5(HJ"'" 

軍 量 :約 127k9W
....0;嘩!lIm/，.. 

冒震竹井機器Z業株式舎社
本位'Ml使....
〒142 )I(.lit o 品川区 m の白 1 了目 6 • 18 号 T(L. 03(786)4111同

商 a木康鎖倒

子日2 穴娠前直川区商中島 6了日 7・B It (大昭ビ ル TEL.06(304)60 I ~ktl 
〒“。 名古虚子1i<1'区銀S了目26&39吟(タカ;...7.s宿屋ピル4F) TEL. 0認(お4)9201柑〒'" 広島術中広東千 a町 'T白 Ia 68号付ョ園ピル'"闘行246)凶"四
九州制医療 限

〒刷2 働問iIi14:J区...砂駅実 』了 nI (1; fl'f:近代ピル】 TEL. 092(411) 1 43~匂

~t 8'"・鱒鰯
〒956-01 騎羽織，.諭[4'n 小 Z貝 戸町矢 代取 18 ~ 8 TEL. 0250(38HI&附句

〒，，， 仙台所.，悶触弓の町 引弓の岡1ヒル肉 TEL.()Z2(Z911276S拘
生 ...候 幽

〒' " ・ " 断 局 眠 中 満雄l!I'1' JA戸町矢代悶 6I 9 TEL. OlSO(J8)4131附



著者プ ロフ ィール

小宮秀 一

(九州大学他版科学セン担ー)

l協和42年 九大教養部に助手として採用されて

以来 i 長年月にわたって発育 ・発途を研究分野と

してきた 現在は，体組成を中心において!運動

生理学的 ・生理人類学的分野に興味をもっている。

本論文は 過去の私と現在の私を結んだ総説で

ある

青柳 領

‘.T (福岡大学体育学部)

私自身の研究テーマとして興味があるのは研究

対象(領域)ではなく.それらに対する方法論K

あるといえる つまり.体育 ・スポーツの諸現象

を統計学的に分析し.表面的考察Kとどまらず

それらの背後に存在する複雑な 潜在的な要因 ・

関係をも見い出そうとするものである 現在。幼

児体育と柔道の体力Icl期した研究を行なっている

が。そういった点からはさらK他の領域 ・極目IC

アプローチしたいと思っている

川 崎 順一郎

(向日本大学教育学部)

熊本大学では昭和27年度からの水泳の合宿訓練

を行っており守岡崎即1・場所での実習が設定され

てから3S年になる 著者は昭和43年から参加して

いるが 乙の問。金守新一教授(現 ・福岡大学)

を中心ι「効果的な合宿の在り方 JICついていろ

いろ般討を加えてきた 訓練と資料収集の仮ばさ

み状態は.生理学の小郷教授の参加でかなり解消

し 幾つかの報告を行なう乙とができた 本報は

それらをまとめたものであり 。現実習で採用して

いる数式である.

山 下和彦

(福岡大学体育学部)

Ze凶er博士とは10年前に手紙を交わした乙とが

ある それ以来il重な意見や助言。そして多くの

資料を提供して頂いた 今回はその恩返しの気持

ちも含めて博士の著s'を考察してみた 体育哲学

を身近なものKする為，本研究を良き踏み台にし

たし、

培田 隆

(中村学園大学)

本学では 後出jの体育実技授業11寺K12分間定を

毎回行っているが。今回得られた結果を，是非今

後の指導に活かしたいと思う また。今回の研究

にあたり 。徳永先生。白木先生をはじめ多数の方

区御指導!御協力を頂いた乙とに I 深〈感謝を申

し上げます

吉 川 和 利

(九州大学健康科学センタ ) 

不老長寿は古来 I 為政者の果たさぬ夢であり ，

学問的には「錬金術開iJのなせる仕事でもあった

教育の現場K携りながら.いつまでも一定の活動

能力を保持したいと思う {由民科学センター総

出りの仕事を独自な立場でまとめ 老化の制御と

いう遠大なテー7の端緒Kなればと考えた



記後集編

やよいの季節，各大学が卒業のシーズンをむかえました.昨年の創刊号発行

は，生みの苦しみがあり，大変であったが，今年は比4姐ヲスムースに編集できた.

さて.投稿論文の内容充実は.九州の体育学研究を全図的そして国際的レベ

ルヘ飛躍させる原動力になっている.

本誌が会員の学術情報提供の一助になると思うと.編集委員・幹事一同の労

今後.多くの投稿をお願いしたい.

(昭和63年 3月，秋吉記)

苦は喜びに変わる.
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